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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　少なくとも一種の種子を、Ｎ－置換（６－ハロアルキルピリジン－３－イル）アルキル
・スルホキシイミンからなる殺虫剤と接触させて、ノミハムシ種の少なくとも一種の種子
への攻撃、または、少なくとも一種の種子から発生する他の植物部分への攻撃を制御する
方法を含んでなる、昆虫を制御する方法であって、前記Ｎ－置換（６－ハロアルキルピリ
ジン－３－イル）アルキル・スルホキシイミンが以下の化学構造：
【化１】

［式中、
Ｘは二酸化窒素（ＮＯ2）、シアン化物（ＣＮ）またはＣＯＯＲ4を含んでなり、
Ｌは単結合を含んでなるか、または、Ｒ1、ＳおよびＬが一緒になって４－、５－または
６－員環を含んでなり、
Ｒ1は（Ｃ1－Ｃ4）アルキルを含んでなり、
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Ｒ2およびＲ3は独立して水素（Ｈ）、メチル、エチル、フルオロ、クロロまたはブロモを
含んでなり、ｎは０～３の整数を含んでなり、
Ｙは（Ｃ1－Ｃ4）ハロアルキルを含んでなり、そして
Ｒ4は（Ｃ1－Ｃ4）アルキルを含んでなる］、
を有する、
方法。
【請求項２】
　Ｎ－置換（６－ハロアルキルピリジン－３－イル）アルキル・スルホキシイミンが以下
の化学構造：
【化２】

を含んでなる、請求項１の方法。
【請求項３】
　ノミハムシ種が、フィロトレタ（Ｐｈｙｌｌｏｔｒｅｔａ）属およびプシリオデス（Ｐ
ｓｙｌｌｉｏｄｅｓ）属の少なくとも１に属するノミハムシを含む、請求項１の方法。
【請求項４】
 フィロトレタ（Ｐｈｙｌｌｏｔｒｅｔａ）属およびプシリオデス（Ｐｓｙｌｌｉｏｄｅ
ｓ）属の少なくとも１に属するノミハムシ種が、フィロトレタ・アルモラシア（Ｐｈｙｌ
ｌｏｔｒｅｔａ　ａｒｍｏｒａｃｉａｅ）（ホースラディッシュのノミハムシ）、フィロ
トレタ・クルシフェレラ（Ｐｈｙｌｌｏｔｒｅｔａ　ｃｒｕｃｉｆｅｒａｅ）（カノーラ
のノミハムシ）、フィロトレタ・プシラ（Ｐｈｙｌｌｏｔｒｅｔａ　ｐｕｓｉｌｌａ）（
西欧の黒ノミハムシ）、フィロトレタ・ネモルム（Ｐｈｙｌｌｏｔｒｅｔａ　ｎｅｍｏｒ
ｕｍ）（縞付き、ターニップのノミハムシ）、フィロトレタ・ロブスタ（Ｐｈｙｌｌｏｔ
ｒｅｔａ　ｒｏｂｕｓｔａ）（ガーデンノミハムシ）、フィロトレタ・ストリオラタ（Ｐ
ｈｙｌｌｏｔｒｅｔａ　ｓｔｒｉｏｌａｔａ）（縞付きノミハムシ）、フィロトレタ・ウ
ンヂュラタ（Ｐｈｙｌｌｏｔｒｅｔａ　ｕｎｄｕｌａｔａ）、プシリオデス・クリソセフ
ァラ（Ｐｈｙｌｌｏｔｒｅｔａ　ｃｈｒｙｓｏｃｅｐｈａｌａ）およびプシリオデス・プ
ンクチュラタ（Ｐｓｙｌｌｉｏｄｅｓ　ｐｕｎｃｔｕｌａｔａ）（ホップのノミハムシ）
の少なくとも一種である、請求項３の方法。
【請求項５】
　少なくとも一種の種子がアブラナ（Ｂｒａｓｓｉｃａ）属中の植物から生産される、請
求項１の方法。
【請求項６】
　少なくとも一種の種子がブラシカ・ナプス（Ｂ．ｎａｐｕｓ）（ナタネ）、ブラシカ・
ユンセイ（Ｂ．ｊｕｎｃｅａ）（インディアンカラシナ）、ブラシカ・カリナタ（Ｂ．ｃ
ａｒｉｎａｔａ）（アビシニアカラシナ）、ブラシカ・ラパ（Ｂ．ｒａｐａ）（ターニッ
プ）、ブラシカ・オレラセイ（Ｂ．ｏｌｅｒａｃｅａ）（野生キャベツ）、ブラシカ・ル
ペストリス（Ｂ．ｒｕｐｅｓｔｒｉｓ）（褐色カラシナ）、ブラシカ・セプチセプス（Ｂ
．ｓｅｐｔｉｃｅｐｓ）（セブントップカラシナ）、ブラシカ・ニグラ（Ｂ．ｎｉｇｒａ
）（黒カラシナ）、ブラシカ・ナリノサ（Ｂ．ｎａｒｉｎｏｓａ）（ブロードビークカラ
シナ）、ブラシカ・ペルビリドス（Ｂ．ｐｅｒｖｉｒｉｄｕｓ）（カラシナホウレンソウ
）、ブラシカ・トルネフォルティイ（Ｂ．ｔｏｕｒｎｅｆｏｒｔｉｉ）（アジアアブラナ
）およびブラシカ・フルクチキュロサ（Ｂ．ｆｒｕｃｔｉｃｕｌｏｓａ）（地中海キャベ
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ツ）の少なくとも一種を含んでなる、請求項５の方法。
【請求項７】
　少なくとも一種の種子と、Ｎ－置換（６－ハロアルキルピリジン－３－イル）アルキル
・スルホキシイミンからなる殺虫剤との接触が、少なくとも一種の種子を地中に蒔く前に
実施される、請求項１の方法。
【請求項８】
　少なくとも一種の種子と、Ｎ－置換（６－ハロアルキルピリジン－３－イル）アルキル
・スルホキシイミンからなる殺虫剤との接触が、少なくとも一種の種子に、殺虫剤を噴霧
すること、コートすること、まぶすこと、または種子を殺虫剤に浸すことによって実施さ
れる、請求項１の方法。
【請求項９】
　少なくとも一種の種子と、Ｎ－置換（６－ハロアルキルピリジン－３－イル）アルキル
・スルホキシイミンからなる殺虫剤との接触が、少なくとも一種の種子を地中に蒔く前に
、少なくとも一種の種子を複数回殺虫剤と接触させて実施される、請求項７の方法。
【請求項１０】
　少なくとも一種の種子を、Ｎ－置換（６－ハロアルキルピリジン－３－イル）アルキル
・スルホキシイミンからなる殺虫剤と接触させる方法が、少なくとも一種の種子を、Ｎ－
置換（６－ハロアルキルピリジン－３－イル）アルキル・スルホキシイミンと少なくとも
一種の不活性担体とを含んでなる配合物と接触させる方法を含んでなる、請求項１の方法
。
【請求項１１】
 ノミハムシ種が、アルチカ・アンビエンス（Ａｌｔｉｃａ　ａｍｂｉｅｎｓ）（西洋ハ
ンの木のノミハムシ）、アルチカ・カナデンシス（Ａｌｔｉｃａ　ｃａｎａｄｅｎｓｉｓ
）（草原ノミハムシ）、アルチカ・カリバイ（Ａｌｔｉｃａ　ｃｈａｌｙｂａｅａ）（ブ
ドウのノミハムシ）、アルチカ・プラシナ（Ａｌｔｉｃａ　ｐｒａｓｉｎａ）（ポプラの
ノミハムシ）、アルチカ・ロセ（Ａｌｔｉｃａ　ｒｏｓａｅ）（バラのノミハムシ）、ア
ルチカ・シルビア（Ａｌｔｉｃａ　Ｓｙｌｖｉａ）（ブルーベリーのノミハムシ）、アル
チカ・ウルミ（Ａｌｔｉｃａ　ｕｌｍｉ）（ニレノミハムシ）、ケトクネマ・プリカリア
（Ｃｈａｅｔｏｃｎｅｍａ　ｐｕｌｉｃａｒｉａ）（トウモロコシのノミハムシ）、ケト
クネマ・コノフィニス（Ｃｈａｅｔｏｃｎｅｍａ　ｃｏｎｏｆｉｎｉｓ）（サツマイモの
ノミハムシ）、エピトリックス・ククメリス（Ｅｐｉｔｒｉｘ　ｃｕｃｕｍｅｒｉｓ）（
ジャガイモのノミハムシ）、システナ・ブランダ（Ｓｙｓｔｅｎａ　ｂｌａｎｄａ）（青
縞ノミハムシ）、システナ・フロンタリス（Ｓｙｓｔｅｎａ　ｆｒｏｎｔａｌｉｓ）（レ
ッドヘッドノミハムシ）、プシリオデス・クリソセファラ（Ｐｓｙｌｌｉｏｄｅｓ　ｃｈ
ｒｙｓｏｃｅｐｈａｌａ）、およびプシリオデス・プンクチュラタ（Ｐｓｙｌｌｉｏｄｅ
ｓ　ｐｕｎｃｔｕｌａｔａ）（ホップのノミハムシ）から選択される少なくとも１である
、請求項１の方法。
【請求項１２】
　少なくとも一種の種子にスルホキサフロールからなる殺虫剤を適用して、ノミハムシ種
の少なくとも一種の種子への攻撃、または、少なくとも一種の種子から発生する他の植物
部分への攻撃を制御する方法を含んでなる、昆虫を制御する方法。
【請求項１３】
　少なくとも一種の種子が少なくとも一種のカノーラ種子を含んでなる、請求項１２の方
法。
【請求項１４】
　ノミハムシ種がフィロトレタ・クルシフェラ（Ｐｈｙｌｌｏｔｒｅｔａ　ｃｒｕｃｉｆ
ｅｒａｅ）（カノーラのノミハムシ）を含んでなる、請求項１２の方法。
【請求項１５】
 種子およびそれから発生する他の植物部分をノミハムシにより及ぼされる損害から防護
する方法であって、
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 少なくとも一種の種子をスルホキサフロールからなる殺虫剤と接触させて、少なくとも
一種の種子およびそれから発生する他の植物部分を、アルチカ・アンビエンス（Ａｌｔｉ
ｃａ　ａｍｂｉｅｎｓ）（西洋ハンの木のノミハムシ）、アルチカ・カナデンシス（Ａｌ
ｔｉｃａ　ｃａｎａｄｅｎｓｉｓ）（草原ノミハムシ）、アルチカ・カリバイ（Ａｌｔｉ
ｃａ　ｃｈａｌｙｂａｅａ）（ブドウのノミハムシ）、アルチカ・プラシナ（Ａｌｔｉｃ
ａ　ｐｒａｓｉｎａ）（ポプラのノミハムシ）、アルチカ・ロセ（Ａｌｔｉｃａ　ｒｏｓ
ａｅ）（バラのノミハムシ）、アルチカ・シルビア（Ａｌｔｉｃａ　Ｓｙｌｖｉａ）（ブ
ルーベリーのノミハムシ）、アルチカ・ウルミ（Ａｌｔｉｃａ　ｕｌｍｉ）（ニレノミハ
ムシ）、ケトクネマ・プリカリア（Ｃｈａｅｔｏｃｎｅｍａ　ｐｕｌｉｃａｒｉａ）（ト
ウモロコシのノミハムシ）、ケトクネマ・コノフィニス（Ｃｈａｅｔｏｃｎｅｍａ　ｃｏ
ｎｏｆｉｎｉｓ）（サツマイモのノミハムシ）、エピトリックス・ククメリス（Ｅｐｉｔ
ｒｉｘ　ｃｕｃｕｍｅｒｉｓ）（ジャガイモのノミハムシ）、システナ・ブランダ（Ｓｙ
ｓｔｅｎａ　ｂｌａｎｄａ）（青縞ノミハムシ）、システナ・フロンタリス（Ｓｙｓｔｅ
ｎａ　ｆｒｏｎｔａｌｉｓ）（レッドヘッドノミハムシ）、プシリオデス・クリソセファ
ラ（Ｐｓｙｌｌｉｏｄｅｓ　ｃｈｒｙｓｏｃｅｐｈａｌａ）、およびプシリオデス・プン
クチュラタ（Ｐｓｙｌｌｉｏｄｅｓ　ｐｕｎｃｔｕｌａｔａ）（ホップのノミハムシ）か
ら選択されるノミハムシにより及ぼされる損害から実質的に防護する方法を含んでなる、
方法。
【発明の詳細な説明】
【優先権の主張】
【０００１】
　本出願は２０１２年４月１８日に出願された米国仮特許出願第６１／６３５，０８２号
明細書の優先権を主張する。
【技術分野】
【０００２】
　本開示の実施態様は、コレオプテラン昆虫（Ｃｏｌｅｏｐｔｅｒａｎ　ｉｎｓｅｃｔｓ
）（甲虫）を制御するための種子処理剤としての、Ｎ－置換（６－ハロアルキルピリジン
を－３－イル）アルキルスルホキシイミンの使用法に関する。
【背景技術】
【０００３】
　農業においては、損失を引き起こす１万種を超える有害生物が存在する、これらの農業
における損失は、毎年米ドルで数百万ドルに達する。ノミハムシは、カノーラ（Ｂｒａｓ
ｓｉｃｕｓ　ｎａｐｕｓ）を含む多数の市販作物を摂食する、頑固で深刻な有害生物であ
る。ノミハムシの制御は、重要な経済的効果もつのみならずまた、人々から必需食物を奪
う可能性がある高額な商品作物の喪失を緩和するために必要である。現在カナダのカノー
ラ市場の９０％超がノミハムシを制御するための種子処理で処理されている。このような
種子処理は、主として、一般に「チアメトキサム」と呼ばれる３－［（２－クロロ－１，
３－チアゾール－５－イル）メチル］－５－メチル－Ｎ－ニトロ－１，３，５－オキサジ
アジナン－４－イミンのようなネオニコチノイド殺虫剤の適用により実施される。
【０００４】
　不都合なことには、昆虫は、ノミハムシを制御するために種子処理中に最近使用される
殺虫剤を含む殺虫剤に、急速に耐性を発生することができる。一種以上の殺虫剤に数百の
昆虫種が耐性である。幾つかの古い殺虫剤（例えば、ＤＤＴ、カルバメート、有機リン酸
塩）に対する耐性の発生は周知である。しかし、耐性はまた、幾つかの比較的新しい有害
生物防除剤に対しても発生した。
【０００５】
　耐性の発生を緩和するために、殺虫剤の交替パートナーおよび／または代わりの殺虫剤
が必要である。従って、ノミハムシのような昆虫を制御するための種子処理剤として、他
の殺虫剤を使用することができることが望ましいと考えられる。種子処理剤としてのこれ
らの殺虫剤の使用が、ノミハムシを制御するために種子処理中に通常使用される殺虫剤に
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比較して、相対的に増加した殺虫剤効果を促進すれば、それは更に望ましいと考えられる
。
【発明の概要】
【０００６】
　本明細書に記載される一つの実施態様に従うと、昆虫を制御する方法は、少なくとも一
種の種子を、少なくとも一種のＮ－置換（６－ハロアルキルピリジン－３－イル）アルキ
ル・スルホキシイミンと接触させて、甲虫目（Ｏｒｄｅｒ　Ｃｏｌｅｏｐｔｅｒａｎ）中
の昆虫を制御する方法を含んでなり、前記の少なくとも一種のＮ－置換（６－ハロアルキ
ルピリジン－３－イル）アルキル・スルホキシイミンは以下の化学構造：
【０００７】
【化１】

【０００８】
［式中、Ｘは二酸化窒素（ＮＯ2）、シアン化物（ＣＮ）またはＣＯＯＲ4を含んでなり、
Ｌは単結合を含んでなるか、またはＲ1、Ｓ、およびＬが一緒になって４－、５－または
６－員環を含んでなり、Ｒ1は（Ｃ1－Ｃ4）アルキルを含んでなり、Ｒ2およびＲ3は独立
して水素（Ｈ）、メチル、エチル、フルオロ、クロロまたはブロモを含んでなり、ｎは０
～３の整数を含んでなり、Ｙは（Ｃ1－Ｃ4）ハロアルキルを含んでなり、そしてＲ4は（
Ｃ1－Ｃ4）アルキルを含んでなる］
を含んでなる。
【０００９】
　更なる実施態様において、昆虫を制御する方法は、スルホキサフロールを少なくとも一
種の種子に適用して、少なくとも一種のノミハムシ種を制御する方法を含んでなる。
【００１０】
　まだ更なる実施態様において、種子処理の方法は、少なくとも一種の種子を殺虫剤とし
て有効量のスルホキサフロールと接触させて、少なくとも一種の種子および発生してくる
他の植物部分を甲虫類（Ｃｏｌｅｏｐｔｅｒａｎ　ｉｎｓｅｃｔｓ）により及ぼされる損
害から実質的に防護する方法を含んでなる。
【図面の簡単な説明】
【００１１】
【図１】図１は異なる殺虫剤で処理された種子からのカノーラ発生の５日後の、ノミハム
シの摂食損害を表す棒グラフである。
【図２】図２は異なる殺虫剤で処理された種子からのカノーラ発生の２７日後の、ノミハ
ムシの摂食損害を表す棒グラフである。
【図３】図３は異なる殺虫剤で処理された種子からのカノーラ発生の１３日後の、カノー
ラ植物の生長力を表す棒グラフである。
【図４】図４は異なる殺虫剤で処理された種子からのカノーラ発生の１０７日後の、カノ
ーラ植物の収率を表す棒グラフである。
【発明を実施するための形態】
【００１２】
　少なくとも一種のＮ－置換（６－ハロアルキルピリジン－３－イル）アルキル・スルホ
キシイミンを種子処理剤として使用して甲虫類（Ｃｏｌｅｏｐｔｅｒａｎ　ｉｎｓｅｃｔ
ｓ）を制御する方法が開示される。本明細書で使用される語句「少なくとも一種の種子」
は単一の種子または複数の種子を意味し、本出願全体の考察の容易さのために、用語「一
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に、本明細書で使用される語句「少なくとも一種のＮ－置換（６－ハロアルキルピリジン
－３－イル）アルキル・スルホキシイミン」は、一種または複数のＮ－置換（６－ハロア
ルキルピリジン－３－イル）アルキル・スルホキシイミンを意味し、本出願全体の考察の
容易さのために、用語「一種または複数のＮ－置換（６－ハロアルキルピリジン－３－イ
ル）アルキル・スルホキシイミン」の使用は少なくとも一種のＮ－置換（６－ハロアルキ
ルピリジン－３－イル）アルキル・スルホキシイミンを表すと考えられる。本明細書で使
用される用語「種子処理」は、殺虫剤として有効量の、一種または複数のＮ－置換（６－
ハロアルキルピリジン－３－イル）アルキル・スルホキシイミンと一種または複数の種子
を接触させる方法を意味し、かつ含む。本明細書で使用される用語「殺虫剤として有効量
」は、昆虫に不都合な効果を引き起こす有効物質の量を意味し、かつ含み、そして自然の
発生、殺戮、調節、等からの逸脱を含む。種子処理剤としてＮ－置換（６－ハロアルキル
ピリジン－３－イル）アルキル・スルホキシイミンを使用する方法は、甲虫目中の一種ま
たは複数の昆虫種から（例えば、一種または複数の昆虫種により及ぼされる摂食損害から
）一つまたは複数の種子を実質的に防護することができ、また更に、一種または複数の種
子から発生してくる他の植物部分（例えば、根、若木の葉）を防護することができる。例
えば、Ｎ－置換（６－ハロアルキルピリジン－３－イル）アルキル・スルホキシイミンは
、種子からの植物の発生期間中に移行することができる（例えば、Ｎ－置換（６－ハロア
ルキルピリジン－３－イル）アルキル・スルホキシイミンは、種子から、根および／また
は発生してくる若木の葉、の少なくとも一つにまん延することができる。）
【００１３】
　Ｎ－置換（６－ハロアルキルピリジン－３－イル）アルキル・スルホキシイミンは以下
の化学構造：
【００１４】
【化２】

【００１５】
［式中、Ｘは二酸化窒素（ＮＯ2）、シアン化物（ＣＮ）またはＣＯＯＲ4を表し、Ｌは単
結合を表すか、またはＲ1、ＳおよびＬが一緒になって４－、５－または６－員環を表し
、Ｒ1は（Ｃ1－Ｃ4）アルキルを表し、Ｒ2およびＲ3は独立して水素（Ｈ）、メチル、エ
チル、フルオロ、クロロまたはブロモを表し、ｎは０～３の整数を表し、Ｙは（Ｃ1－Ｃ4

）ハロアルキルを含んでなり、そしてＲ4は（Ｃ1－Ｃ4）アルキルを表す］
を有する。
【００１６】
　適切なＮ－置換（６－ハロアルキルピリジン－３－イル）アルキル・スルホキシイミン
は米国特許第７，６８７，６３４号明細書に記載されている。少なくとも幾つかの実施態
様における限定されない例により、Ｎ－置換（６－ハロアルキルピリジン－３－イル）ア
ルキル・スルホキシイミンは、以下の化学構造：
【００１７】
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【化３】

【００１８】
をもつ、一般に「スルホキサフロール」と呼ばれるＮ－［６－ジフルオロメチルピリド－
３－イル］エチル］（メチル）オキシド－λ４－スルファニリデンシアナミドであること
ができる。
【００１９】
　甲虫目の広範な昆虫（甲虫）は、種子処理剤としてＮ－置換（６－ハロアルキルピリジ
ン－３－イル）アルキル・スルホキシイミンを使用することにより制御されることができ
る。例えば、本開示の方法は、以下の属：アルチカ（Ａｌｔｉｃａ）、アントビオデス（
Ａｎｔｈｏｂｉｏｄｅｓ）、アフトナ（Ａｐｈｔｈｏｎａ）、アフトナルチカ（Ａｐｈｔ
ｈｏｎａｌｔｉｃａ）、アフトノイデス（Ａｐｈｔｈｏｎｏｉｄｅｓ）、アプテオペダ（
Ａｐｔｅｏｐｅｄａ）、アルゴピステス（Ａｒｇｏｐｉｓｔｅｓ）、アルゴプス（Ａｒｇ
ｏｐｕｓ）、アルレノコーラ（Ａｒｒｈｅｎｏｃｏｅｌａ）、バトフィラ（Ｂａｔｏｐｈ
ｉｌａ）、ブレファリダ（Ｂｌｅｐｈａｒｉｄａ）、ケトクネマ（Ｃｈａｅｔｏｃｎｅｍ
ａ）、クリティ（Ｃｌｉｔｅａ）、クレピドデラ（Ｃｒｅｐｉｄｏｄｅｒａ）、デロクレ
ピス（Ｄｅｒｏｃｒｅｐｉｓ）、ジボリア（Ｄｉｂｏｌｉａ）、ジソニカ（Ｄｉｓｏｎｙ
ｃｈａ）、エピトリックス（Ｅｐｉｔｒｉｘ）、ヘルミピクシス（Ｈｅｒｍｉｐｙｘｉｓ
）、ヘルメオファガ（Ｈｅｒｍａｅｏｐｈａｇａ）、ヘスペラ（Ｈｅｓｐｅｒａ）、ヒッ
プリフィラ（Ｈｉｐｐｕｒｉｐｈｉｌａ）、ホライア（Ｈｏｒａｉａ）、ヒファシス（Ｈ
ｙｐｈａｓｉｓ）、リプロミマ（Ｌｉｐｒｏｍｉｍａ）、リプルス（Ｌｉｐｒｕｓ）、ロ
ンギタルスス（Ｌｏｎｇｉｔａｒｓｕｓ）、ルペロモルファ（Ｌｕｐｅｒｏｍｏｒｐｈａ
）、リスラリア（Ｌｙｔｈｒａｒｉａ）、マノビア（Ｍａｎｏｂｉａ）、マントゥラ（Ｍ
ａｎｔｕｒａ）、メイシャニア（Ｍｅｉｓｈａｎｉａ）、ミノタ（Ｍｉｎｏｔａ）、ムニ
オフィラ（Ｍｎｉｏｐｈｉｌａ）、ネイクレピドデラ（Ｎｅｉｃｒｅｐｉｄｏｄｅｒａ）
、ノナルスラ（Ｎｏｎａｒｔｈｒａ）、ノボフォウドラシア（Ｎｏｖｏｆｏｕｄｒａｓｉ
ａ）、オクロシス（Ｏｃｈｒｏｓｉｓ）、エディオニキス（Ｏｅｄｉｏｎｙｃｈｉｓ）、
オグロビニア（Ｏｇｌｏｂｉｎｉａ）、オメイスフェラ（Ｏｍｅｉｓｐｈａｅｒａ）、オ
フリダ（Ｏｐｈｒｉｄａ）、オレスチア（Ｏｒｅｓｔｉａ）、パラゴプス（Ｐａｒａｇｏ
ｐｕｓ）、ペンタメサ（Ｐｅｎｔａｍｅｓａ）、フィロポナ（Ｐｈｉｌｏｐｏｎａ）、フ
ィガシア（Ｐｈｙｇａｓｉａ）、フィロトレタ（Ｐｈｙｌｌｏｔｒｅｔａ）、ポダグリカ
（Ｐｏｄａｇｒｉｃａ）、ポダグリコメラ（Ｐｏｄａｇｒｉｃｏｍｅｌａ）、ポドンチア
（Ｐｏｄｏｎｔｉａ）、シュードデラ（Ｐｓｅｕｄｏｄｅｒａ）、プシリオデス（Ｐｓｙ
ｌｌｉｏｄｅｓ）、サンガリオラ（Ｓａｎｇａｒｉｏｌａ）、シナルチカ（Ｓｉｎａｌｔ
ｉｃａ）、スフェロデルマ（Ｓｐｈａｅｒｏｄｅｒｍａ）、システナ（Ｓｙｓｔｅｎａ）
、トラキヤフソナ（Ｔｒａｃｈｙａｐｈｔｈｏｎａ）、クスティ（Ｘｕｔｈｅａ）および
ジパンギア（Ｚｉｐａｎｇｉａ）、の少なくとも一つにおける、ノミハムシのようなクリ
ソメリデ科（Ｃｈｒｙｓｏｍｅｌｉｄａｅ）（ハムシ科）に対する殺虫効果を促進するこ
とができる。一つ以上の実施態様において、本開示の方法は、フィロトレタ・アルモラシ
エ（Ｐｈｙｌｌｏｔｒｅｔａ　ａｒｍｏｒａｃｉａｅ）（ホースラディッシュのノミハム
シ）、フィロトレタ・クルシフェレ（Ｐｈｙｌｌｏｔｒｅｔａ　ｃｒｕｃｉｆｅｒａｅ）
（カノーラのノミハムシ）、フィロトレタ・プシラ（Ｐｈｙｌｌｏｔｒｅｔａ　ｐｕｓｉ
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ｌｌａ）（西洋黒ノミハムシ）、フィロトレタ・ネモルム（Ｐｈｙｌｌｏｔｒｅｔａ　ｎ
ｅｍｏｒｕｍ）（縞付きターニップノミハムシ）、フィロトレタ・ロブスタ（ガーデンノ
ミハムシ）、フィロトレタ・ストリオラタ（Ｐｈｙｌｌｏｔｒｅｔａ　ｓｔｒｉｏｌａｔ
ａ）（縞付きノミハムシ，）、フィロトレタ・ウンジュラタ（Ｐｈｙｌｌｏｔｒｅｔａ　
ｕｎｄｕｌａｔａ）、プシリオデス・クリソセファラ（Ｐｓｙｌｌｉｏｄｅｓ　ｃｈｒｙ
ｓｏｃｅｐｈａｌａ）およびプシリオデス・プンクチュラタ（Ｐｓｙｌｌｉｏｄｅｓ　ｐ
ｕｎｃｔｕｌａｔａ）（ホップのノミハムシ）、の少なくとも一つを制御するために使用
することができる。更なる実施態様において、本開示の方法は、アルチカ・アンビエンス
（Ａｌｔｉｃａ　ａｍｂｉｅｎｓ）（西洋ハンの木のノミハムシ）、アルチカ・カナデン
シス（Ａｌｔｉｃａ　ｃａｎａｄｅｎｓｉｓ）（草原ノミハムシ）、アルチカ・カリバイ
（Ａｌｔｉｃａ　ｃｈａｌｙｂａｅａ）（ブドウのノミハムシ）、アルチカ・プラシナ（
Ａｌｔｉｃａ　ｐｒａｓｉｎａ）（ポプラのノミハムシ）、アルチカ・ロセ（Ａｌｔｉｃ
ａ　ｒｏｓａｅ）（バラのノミハムシ）、アルチカ・シルビア（Ａｌｔｉｃａ　Ｓｙｌｖ
ｉａ）（ブルーベリーのノミハムシ）、アルチカ・ウルミ（Ａｌｔｉｃａ　ｕｌｍｉ）（
ニレノミハムシ）、ケトクネマ・プリカリア（Ｃｈａｅｔｏｃｎｅｍａ　ｐｕｌｉｃａｒ
ｉａ）（トウモロコシのノミハムシ）、ケトクネマ・コノフィニス（Ｃｈａｅｔｏｃｎｅ
ｍａ　ｃｏｎｏｆｉｎｉｓ）（サツマイモのノミハムシ）、エピトリックス・ククメリス
（Ｅｐｉｔｒｉｘ　ｃｕｃｕｍｅｒｉｓ）（ジャガイモのノミハムシ）、システナ・ブラ
ンダ（Ｓｙｓｔｅｎａ　ｂｌａｎｄａ）（青縞ノミハムシ）およびシステナ・フロンタリ
ス（Ｓｙｓｔｅｎａ　ｆｒｏｎｔａｌｉｓ）（レッドヘッドノミハムシ）、の少なくとも
一つを制御するために使用することができる。
【００２０】
　まだ更なる実施態様において、本開示の方法は、限定はされないが、アカントセリデス
亜種（Ａｃａｎｔｈｏｓｃｅｌｉｄｅｓ　ｓｐｐ．）（ゾウムシ）、アカントセリデス・
オブテクトス（Ａｃａｎｔｈｏｓｃｅｌｉｄｅｓ　ｏｂｔｅｃｔｕｓ）（通常の豆ゾウム
シ）、アグリルス・プラニペンニス（Ａｇｒｉｌｕｓ　ｐｌａｎｉｐｅｎｎｉｓ）（エメ
ラルド灰タガネ）、アグリオテス亜種（Ａｇｒｉｏｔｅｓ　ｓｐｐ．）（コメツキムシ）
、アノプロホラ・グラブリペンニス（Ａｎｏｐｌｏｐｈｏｒａ　ｇｌａｂｒｉｐｅｎｎｉ
ｓ）（アジア長角甲虫）、アントノムス亜種（Ａｎｔｈｏｎｏｍｕｓ　ｓｐｐ．）（ゾウ
ムシ）、アントノムス・グランディス（Ａｎｔｈｏｎｏｍｕｓ　ｇｒａｎｄｉｓ）（莢の
ゾウムシ）、アフィデウス亜種（Ａｐｈｉｄｉｕｓ　ｓｐｐ．）、アピオン亜種（Ａｐｉ
ｏｎ　ｓｐｐ．）（ゾウムシ）、アポゴニア亜種（Ａｐｏｇｏｎｉａ　ｓｐｐ．）（地虫
）、アテニウム・スプレチュルス（Ａｔａｅｎｉｕｓ　ｓｐｒｅｔｕｌｕｓ）（ブラック
・ターフグラス・アタニウス）、アトマリア・リネアリス（Ａｔｏｍａｒｉａ　ｌｉｎｅ
ａｒｉｓ）（ピグミーマンゴールド甲虫）、アウラコフォア亜種（Ａｕｌａｃｏｐｈｏｒ
ｅ　ｓｐｐ．）、ボチノデレス・プンクチベントリス（Ｂｏｔｈｙｎｏｄｅｒｅｓ　ｐｕ
ｎｃｔｉｖｅｎｔｒｉｓ）（ビーツの根のゾウムシ）、ブルクス亜種（Ｂｒｕｃｈｕｓ　
ｓｐｐ．）（ゾウムシ）、ブルクス・ピソルム（Ｂｒｕｃｈｕｓ　ｐｉｓｏｒｕｍ）（マ
メのゾウムシ）、カコシア亜種（Ｃａｃｏｅｓｉａ　ｓｐｐ．）、カルロソブルクス・マ
キュラトス（Ｃａｌｌｏｓｏｂｒｕｃｈｕｓ　ｍａｃｕｌａｔｕｓ）（南部カウピーのゾ
ウムシ）、カルポフィルス・ヘミプテラス（Ｃａｒｐｏｐｈｉｌｕｓ　ｈｅｍｉｐｔｅｒ
ａｓ）（乾燥果実甲虫）、カッシダ・ビッタタ（Ｃａｓｓｉｄａ　ｖｉｔｔａｔａ）、セ
ロステルナ亜種（Ｃｅｒｏｓｔｅｒｎａ　ｓｐｐ．）、セロトマ亜種（Ｃｅｒｏｔｏｍａ
　ｓｐｐ．）（ハムシ）、セロトマ・トリフルカタ（Ｃｅｒｏｔｏｍａ　ｔｒｉｆｕｒｃ
ａｔａ）（豆の葉甲虫）、シュートルヒンクス亜種（Ｃｅｕｔｏｒｈｙｎｃｈｕｓ　ｓｐ
ｐ．）（ゾウムシ）、シュートリンクス・アシミリス（Ｃｅｕｔｏｒｈｙｎｃｈｕｓ　ａ
ｓｓｉｍｉｌｉｓ）（キャベツのサヤのゾウムシ）、シュートリンクス・ナピ（Ｃｅｕｔ
ｏｒｈｙｎｃｈｕｓ　ｎａｐｉ）（キャベツのシギゾウムシ）、ケトクネマ亜種（Ｃｈａ
ｅｔｏｃｎｅｍａ　ｓｐｐ．）（ハムシ）、コラスピス亜種（Ｃｏｌａｓｐｉｓ　ｓｐｐ
．）（土壌甲虫）、コノデルス・スカラリス（Ｃｏｎｏｄｅｒｕｓ　ｓｃａｌａｒｉｓ）
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、コノデルス・スチグモスス（Ｃｏｎｏｄｅｒｕｓ　ｓｔｉｇｍｏｓｕｓ）、コノトラケ
ルス・ネヌファー（Ｃｏｎｏｔｒａｃｈｅｌｕｓ　ｎｅｎｕｐｈａｒ）（プラムのシギゾ
ウムシ）、コチヌス・ニチディス（Ｃｏｔｉｎｕｓ　ｎｉｔｉｄｉｓ）（グリーン・ジュ
ーン・甲虫）、クリオセリス・アスパラギ（Ｃｒｉｏｃｅｒｉｓ　ａｓｐａｒａｇｉ）（
アスパラガス甲虫）、クリプトレステス・フェルギニス（Ｃｒｙｐｔｏｌｅｓｔｅｓ　ｆ
ｅｒｒｕｇｉｎｅｕｓ）（古い穀物の甲虫）、クリプトレステス・プシルス（Ｃｒｙｐｔ
ｏｌｅｓｔｅｓ　ｐｕｓｉｌｌｕｓ）（平らな穀物の甲虫）、クリプトレステス・トルシ
クス（Ｃｒｙｐｔｏｌｅｓｔｅｓ　ｔｕｒｃｉｃｕｓ）（トルコ穀物の甲虫）、クテニセ
ラ亜種（Ｃｔｅｎｉｃｅｒａ　ｓｐｐ．）（コメツキムシの幼虫）、クルキュリオ亜種（
Ｃｕｒｃｕｌｉｏ　ｓｐｐ．）（ゾウムシ）、シクロセファラ亜種（Ｃｙｃｌｏｃｅｐｈ
ａｌａ　ｓｐｐ．）（地虫）、シリンドロクプトルス・アドスペルスス（Ｃｙｌｉｎｄｒ
ｏｃｐｔｕｒｕｓ　ａｄｓｐｅｒｓｕｓ）（ヒマワリノ軸のゾウムシ）、デポラウス・マ
ルギナトス（Ｄｅｐｏｒａｕｓ　ｍａｒｇｉｎａｔｕｓ）（マンゴの歯きりゾウムシ）、
デルメステス・ラルダリウス（Ｄｅｒｍｅｓｔｅｓ　ｌａｒｄａｒｉｕｓ）（オビカツオ
ブシムシ）、デルメステス・マキュラテス（Ｄｅｒｍｅｓｔｅｓ　ｍａｃｕｌａｔｅｓ）
（獣の皮製品の甲虫）、ジアブロチカ亜種（Ｄｉａｂｒｏｔｉｃａ　ｓｐｐ．）（ハムシ
）、エピラクナ・バリベスチス（Ｅｐｉｌａｃｈｎａ　ｖａｒｉｖｅｓｔｉｓ）（メキシ
コ豆の甲虫）、ファウスチノス・キュベ（Ｆａｕｓｔｉｎｕｓ　ｃｕｂａｅ）、ヒロビウ
ス・パレス（Ｈｙｌｏｂｉｕｓ　ｐａｌｅｓ）（包葉のゾウムシ）、ヒペラ亜種（Ｈｙｐ
ｅｒａ　ｓｐｐ．）（ゾウムシ）、ヒペラ・ポスチカ（Ｈｙｐｅｒａ　ｐｏｓｔｉｃａ）
（アルファルファゾウムシ）、ヒペルドス亜種（Ｈｙｐｅｒｄｏｅｓ　ｓｐｐ．）（ヒペ
ロデスゾウムシ）、ヒポテネムス・ハンペイ（Ｈｙｐｏｔｈｅｎｅｍｕｓ　ｈａｍｐｅｉ
）（コーヒー果実の甲虫）、イプス亜種（Ｉｐｓ　ｓｐｐ．）（エングレーバー虫）、ラ
シオデルマ・セリコルネ（Ｌａｓｉｏｄｅｒｍａ　ｓｅｒｒｉｃｏｒｎｅ）（タバコ甲虫
）、ラプチノタルサ・デセムリネータ（Ｌｅｐｔｉｎｏｔａｒｓａ　ｄｅｃｅｍｌｉｎｅ
ａｔａ）（コロラドジャガイモの甲虫）、リオゲニス・フスクス（Ｌｉｏｇｅｎｙｓ　ｆ
ｕｓｃｕｓ）、リオゲニス・スチュラリス（Ｌｉｏｇｅｎｙｓ　ｓｕｔｕｒａｌｉｓ）、
リッソルホプトルス・オリゾフィルス（Ｌｉｓｓｏｒｈｏｐｔｒｕｓ　ｏｒｙｚｏｐｈｉ
ｌｕｓ）（重湯ゾウムシ）、リクトス亜種（Ｌｙｃｔｕｓ　ｓｐｐ．）（木材甲虫／火薬
ポスト甲虫）、メコラスピス・ヨリベチ（Ｍａｅｃｏｌａｓｐｉｓ　ｊｏｌｉｖｅｔｉ）
、メガセリス亜種（Ｍｅｇａｓｃｅｌｉｓ　ｓｐｐ．）、メラノトス・コミュニス（Ｍｅ
ｌａｎｏｔｕｓ　ｃｏｍｍｕｎｉｓ）、メリゲテス亜種（Ｍｅｌｉｇｅｔｈｅｓ　ｓｐｐ
．）、メリゲテス・エニース（Ｍｅｌｉｇｅｔｈｅｓ　ａｅｎｅｕｓ）（花びら甲虫）、
メロロンサ・メロロンサ（Ｍｅｌｏｌｏｎｔｈａ　ｍｅｌｏｌｏｎｔｈａ）（一般の欧州
コフキコガネ）、オベレ・ブレビス（Ｏｂｅｒｅａ　ｂｒｅｖｉｓ）、オベレ・リニリス
（Ｏｂｅｒｅａ　ｌｉｎｅａｒｉｓ）、オリクテス・リノセロス（Ｏｒｙｃｔｅｓ　ｒｈ
ｉｎｏｃｅｒｏｓ）（ナツメヤシ甲虫）、オリゼフィルス・メルカトール（Ｏｒｙｚａｅ
ｐｈｉｌｕｓ　ｍｅｒｃａｔｏｒ）（商人穀物の甲虫）、オリゼフィルス・スリナメンシ
ス（Ｏｒｙｚａｅｐｈｉｌｕｓ　ｓｕｒｉｎａｍｅｎｓｉｓ）（ギザギザの歯の穀物の甲
虫）、オチオルヒンクス亜種（Ｏｔｉｏｒｈｙｎｃｈｕｓ　ｓｐｐ．）（ゾウムシ）、オ
ウレマ・メラノプス（Ｏｕｌｅｍａ　ｍｅｌａｎｏｐｕｓ）（穀物の葉の甲虫）、オウレ
マ・オリゼ（Ｏｕｌｅｍａ　ｏｒｙｚａｅ）、パントモルス亜種（Ｐａｎｔｏｍｏｒｕｓ
　ｓｐｐ．）（ゾウムシ）、フィロファガ亜種（Ｐｈｙｌｌｏｐｈａｇａ　ｓｐｐ．）（
５月／６月甲虫）、フィロファガ・クヤバナ（Ｐｈｙｌｌｏｐｈａｇａ　ｃｕｙａｂａｎ
ａ）（ハムシ）、フィンキテス亜種（Ｐｈｙｎｃｈｉｔｅｓ　ｓｐｐ．）、ポピリア・ヤ
ポニカ（Ｐｏｐｉｌｌｉａ　ｊａｐｏｎｉｃａ）（ニッポン甲虫）、プロステファヌス・
トルンカテス（Ｐｒｏｓｔｅｐｈａｎｕｓ　ｔｒｕｎｃａｔｅｓ）（大型穀物の穴空け虫
）、リゾペルサ・ドミニカ（Ｒｈｉｚｏｐｅｒｔｈａ　ｄｏｍｉｎｉｃａ）（小型穀物の
穴空け虫）、リゾトログス亜種（Ｒｈｉｚｏｔｒｏｇｕｓ　ｓｐｐ．）（欧州コガネムシ
）、リンコフォルス亜種（Ｒｈｙｎｃｈｏｐｈｏｒｕｓ　ｓｐｐ．）（ゾウムシ）、スコ
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リトス亜種（Ｓｃｏｌｙｔｕｓ　ｓｐｐ．）（木材の甲虫）、シェノフォルス亜種（Ｓｈ
ｅｎｏｐｈｏｒｕｓ　ｓｐｐ．）（ゾウムシ）、シトナ・リニトス（Ｓｉｔｏｎａ　ｌｉ
ｎｅａｔｕｓ）（豆の葉ゾウムシ）、シトフィルス亜種（Ｓｉｔｏｐｈｉｌｕｓ　ｓｐｐ
．）（穀類ゾウムシ）、シトフィルス・グラナリス（Ｓｉｔｏｐｈｉｌｕｓ　ｇｒａｎａ
ｒｉｓ）（穀物蔵ゾウムシ）、シトフィルス・オリゼ（Ｓｉｔｏｐｈｉｌｕｓ　ｏｒｙｚ
ａｅ）（米ゾウムシ）、ステゴビウム・パニシウム（Ｓｔｅｇｏｂｉｕｍ　ｐａｎｉｃｅ
ｕｍ）（薬局甲虫）、トリボリウム亜種（Ｔｒｉｂｏｌｉｕｍ　ｓｐｐ．）（粉の甲虫）
、トリボリウム・カスタニウム（Ｔｒｉｂｏｌｉｕｍ　ｃａｓｔａｎｅｕｍ）（赤粉甲虫
）、トリボリウム・コンヒュースム（Ｔｒｉｂｏｌｉｕｍ　ｃｏｎｆｕｓｕｍ）（混乱し
たコクヌストモドキ）、トロゴデルマ・バリアビレ（Ｔｒｏｇｏｄｅｒｍａ　ｖａｒｉａ
ｂｉｌｅ）（倉庫甲虫）およびザブルス・テネビオデス（Ｚａｂｒｕｓ　ｔｅｎｅｂｉｏ
ｉｄｅｓ）、を含む甲虫目中の他の昆虫を制御するために使用することができる。
【００２１】
　種子はどんなタイプの種子でもよい。種子は例えば双子葉植物または単子葉植物のよう
な高級植物により生産される種子であることができる。少なくとも幾つかの実施態様にお
いて、種子は市販の作物のような消費できる植物により生産することができる。限定され
ない例としては、種子は、例えば以下：ブラシカ・ナプス（Ｂ．ｎａｐｕｓ）（カノーラ
およびカブハボタンのような栽培変種を含むナタネ）、ブラシカ・ユンセ（Ｂ．ｊｕｎｃ
ｅａ）（インディアンカラシナ）、ブラシカ・カリナタ（Ｂ．ｃａｒｉｎａｔａ）（アビ
シニアカラシナ）、ブラシカ・ラパ（Ｂ．ｒａｐａ）（ターニップ）、ブラシカ・オレラ
セ（Ｂ．ｏｌｅｒａｃｅａ）（ケール、キャベツ、ブロッコリ、カリフラワー、芽キャベ
ツ、等のような栽培変種を含む野生のキャベツ）、ブラシカ・ルペストリス（Ｂ．ｒｕｐ
ｅｓｔｒｉｓ）（褐色カラシナ）、ブラシカ・セプチセプス（Ｂ．ｓｅｐｔｉｃｅｐｓ）
（セブントップカラシナ）、ブラシカ・ニグラ（Ｂ．ｎｉｇｒａ）（黒カラシナ）、ブラ
シカ・ナリノサ（Ｂ．ｎａｒｉｎｏｓａ）（ブロードビーク・カラシナ）、ブラシカ・ペ
ルビリドス（Ｂ．ｐｅｒｖｉｒｉｄｕｓ）（カラシホウレン草）、ブラシカ・トルネフォ
ルチイ（Ｂ．ｔｏｕｒｎｅｆｏｒｔｉｉ）（アジアカラシナ）およびブラシカ・フルクチ
キュロサ（Ｂ．ｆｒｕｃｔｉｃｕｌｏｓａ）（地中海キャベツ）、のうちの一つを含む、
アブラナ属中の植物のようなアブラナ科（カラシナ科）中の植物から生産することができ
る。更なる実施態様において、種子は、限定はされないが、以下：グリシン・マックス（
Ｇｌｙｃｉｎｅ　ｍａｘ）（大豆）、リヌム・ウシタチシムム（Ｌｉｎｕｍ　ｕｓｉｔａ
ｔｉｓｓｉｍｕｍ）（アマ／アサ）、ゼイ・マイス（Ｚｅａ　ｍａｙｓ）（トウモロコシ
）、カルタムス・チンクトリウス（Ｃａｒｔｈａｍｕｓ　ｔｉｎｃｔｏｒｉｕｓ）（サフ
ラン）、ヘリアントス・アンヌウス（Ｈｅｌｉａｎｔｈｕｓ　ａｎｎｕｕｓ）（ヒマワリ
）、ニコチアナ・タバクム（Ｎｉｃｏｔｉａｎａ　ｔａｂａｃｕｍ）（タバコ）、アラビ
ドプシス・タリアナ（Ａｒａｂｉｄｏｐｓｉｓ　ｔｈａｌｉａｎａ）、ベトレッチア・エ
クセルサ（Ｂｅｔｈｏｌｅｔｔｉａ　ｅｘｃｅｌｓａ）（ブラジルナッツ）、リシヌス・
コンミュニス（Ｒｉｃｉｎｕｓ　ｃｏｍｍｕｎｉｓ）（トウゴマの実）、コクス・ヌシフ
ェラ（Ｃｏｃｕｓ　ｎｕｃｉｆｅｒａ）（ココナツ）、コリアンドルム・サチブム（Ｃｏ
ｒｉａｎｄｒｕｍ　ｓａｔｉｖｕｍ）（コリアンダー）、ゴッシピウム亜種（Ｇｏｓｓｙ
ｐｉｕｍ　ｓｐｐ．）（木綿）、アラキス・ヒポガエ（Ａｒａｃｈｉｓ　ｈｙｐｏｇａｅ
ａ）（ラッカセイ）、シモンドシア・キネンシス（Ｓｉｍｍｏｎｄｓｉａ　ｃｈｉｎｅｎ
ｓｉｓ）（ホホバ）、エレイス・グジニイス（Ｅｌａｅｉｓ　ｇｄｉｎｅｅｉｓ）（油ヤ
シ）、オレ・ユウルペア（Ｏｌｅａ　ｅｕｒｐａｅａ）（オリーブ）、オリザ・サチバ（
Ｏｒｙｚａ　ｓａｔｉｖａ）（コメ）、クキュールビタ・マキシマ（Ｃｕｃｕｒｂｉｔａ
　ｍａｘｉｍａ）（スクオッシュ）、ホルジュウム・ブルガレ（Ｈｏｒｄｅｕｍ　ｖｕｌ
ｇａｒｅ）（バーリー）、トリチクム・エスチブム（Ｔｒｉｔｉｃｕｍ　ａｅｓｔｉｖｕ
ｍ）（コムギ）およびレムナシエ亜種（Ｌｅｍｎａｃｅａｅ　ｓｐｐ）（ウキクサ）、の
一つを含む、異なる植物から生産することができる。種子は植物のあらゆる遺伝子型およ
び栽培変種から生産されることができ、その選択は熟練者の裁量内にある。少なくとも幾
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つかの実施態様において、種子はカノーラ植物により生産される（すなわち、少なくとも
一種は少なくとも一種のカノーラ種子である）。
【００２２】
　Ｎ－置換（６－ハロアルキルピリジン－３－イル）アルキル・スルホキシイミンは様々
な従来の方法（例えば、噴霧、コート、まぶすおよび浸す）のいずれかにより種子に適用
することができる。スルホキシイミンは種子保存中の種子処理において実質的に種子の表
面上に滞留することができる。種子が植えられて、土中で発芽を開始する時に、スルホキ
シイミンは植物の根により吸収されて、発芽し、そして前記の地中の植物組織に移行する
ことができる。適切な適用法は例えば、Ｐ．Ｋｏｓｔｅｒｓ　ｅｔ．ａｌ．，“Ｓｅｅｄ
　Ｔｒｅａｔｍｅｎｔ：Ｐｒｏｇｒｅｓｓ　ａｎｄ　Ｐｒｏｓｐｅｃｔｓ，（種子処理：
進歩と見通し）”１９９４　ＢＣＰＣ　Ｍｏｎｇｒａｐｈ　Ｎｏ．５７中にあげられたも
のを含む。殺虫剤として有効量の少なくとも一種のＮ－置換（６－ハロアルキルピリジン
－３－イル）アルキル・スルホキシイミンは、関連植物からの種子の収穫から種子の播種
までのいつでも、種子に適用することができる。Ｎ－置換（６－ハロアルキルピリジン－
３－イル）アルキル・スルホキシイミンは、種子の植え付けの前、種子の植え付け中、ま
たはそれらの組み合わせ中に種子に適用することができる。Ｎ－置換（６－ハロアルキル
ピリジン－３－イル）アルキル・スルホキシイミンが種子の植え付けの前に適用される場
合は、種子処理は、植え付けの実質的に直前から、植え付けの約１２カ月前の範囲内のい
つでも実施することができる。Ｎ－置換（６－ハロアルキルピリジン－３－イル）アルキ
ル・スルホキシイミンの複数の適用を種子に適用することができる。
【００２３】
　Ｎ－置換（６－ハロアルキルピリジン－３－イル）アルキル・スルホキシイミンは更な
る処理を伴わずに種子に適用する（例えば、種子上にまぶす）ことができるか、またはＮ
－置換（６－ハロアルキルピリジン－３－イル）アルキル・スルホキシイミンおよび少な
くとも一種の不活性担体を含む配合物を種子に適用することができる。種子を処理するた
めに配合物を使用する方法は、例えば、適用、取り扱い、保存の容易さおよび最大の殺虫
効果、の一つ以上を高めることができる。配合物が使用される場合は。少なくとも一種の
不活性担体は固形担体（例えば、タルク、葉蝋石（ｐｙｒｏｐｈｙｌｌｉｔｅ）粘土、シ
リカ、アタパルガス粘土、カオリン粘土、多孔質ケイソウ土、チョーク、ケイソウ土、石
灰、炭酸カルシウム、ベントナイト粘土、フラー土、綿実のさや、小麦粉、大豆粉、軽石
、木粉、クルミの殻の粉、リグニン、それらの組み合わせ物、等）であってもよく、また
は液体担体（例えば、水、トルエン、キシレン、石油のナフサ、穀物油（ｃｒｏｐ　ｏｉ
ｌ）、アセトン、メチルエチルケトン、シクロヘキサノン、トリクロロエチレン、ペルク
ロロエチレン、酢酸エチル、酢酸アミル、酢酸ブチル、プロピレングリコールモノメチル
エーテルおよびジエチレングリコールモノメチルエーテル、メタノール、エタノール、イ
ソプロパノール、アミルアルコール、エチレングリコール、プロピレングリコール、グリ
セリン、それらの組み合わせ物、等）であることができる。更に、配合物が使用される場
合は、Ｎ－置換（６－ハロアルキルピリジン－３－イル）アルキル・スルホキシイミンお
よび少なくとも一種の不活性担体は、限定はされないが、水和剤（ｗｅｔｔａｂｌｅ　ｐ
ｏｗｄｅｒ）、乳化可能な濃厚物、懸濁濃厚物、希釈エムレーション（ｅｍｕｌａｔｉｏ
ｎ）（例えば、水性エムレーション）、希釈懸濁液（例えば、水性懸濁液）、直接に噴霧
または希釈可能な溶液、コート可能なペーストおよびダスト、を含む様々な従来の配合物
タイプのいずれかの形態で適用することができる。前記の配合物のタイプは農芸化学分野
で一般的な方法に従って調製することができる。
【００２４】
　例えば、配合物が水和剤として種子に適用される場合は、水和剤はＮ－置換（６－ハロ
アルキルピリジン－３－イル）アルキル・スルホキシイミンおよび少なくとも一種の固形
担体、の混合物を含んでなることができる。混合物は圧縮されて水分散性顆粒を形成する
ことができる。少なくとも一種の固形担体および少なくとも一種界面活性剤をＮ－置換（
６－ハロアルキルピリジン－３－イル）アルキル・スルホキシイミンと混合し、そして粉
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砕することができる。水和剤中のＮ－置換（６－ハロアルキルピリジン－３－イル）アル
キル・スルホキシイミンの濃度は約１０重量パーセント～約９０重量パーセント、例えば
約２５重量パーセント～約７５重量パーセント、の範囲内にあることができる。水和剤は
場合により、少なくとも一種の界面活性剤、例えばスルホン化リグニン、濃厚ナフタレン
スルホネート、ナフタレンスルホネート、アルキルベンゼンスルホネート、アルキルスル
フェートおよび非イオン界面活性剤（例えば、アルキルフェノールのエチレンオキシド付
加物）を含むことができる。水和剤中に少なくとも一種の界面活性剤が存在する場合は、
その濃度は約０．５重量パーセント～約１０重量パーセントの範囲内にあることができる
。少なくとも一種の界面活性剤は水和剤の形成および安定化の少なくとも一つの補助をす
ることができる。
【００２５】
　配合物が例えば、乳化可能な濃厚物として種子に適用される場合は、乳化可能な濃厚物
は少なくとも一種のＮ－置換（６－ハロアルキルピリジン－３－イル）アルキル・スルホ
キシイミンおよび少なくとも一種の液体担体を含むことができる。Ｎ－置換（６－ハロア
ルキルピリジン－３－イル）アルキル・スルホキシイミンは少なくとも一種の液体担体中
に実質的に溶解されることができる。乳化可能な濃厚物は場合により、約１重量パーセン
ト～約３０重量パーセントの範囲内の濃度の少なくとも一種の乳化剤を含むことができる
。本明細書で使用される用語「乳化剤」は、他の液相中で一つの液相の液滴の懸濁物を安
定化する物質を意味し、かつ含む。少なくとも一種の乳化剤は非イオン性、アニオン性、
カチオン性、またはそれらの組み合わせであることができる。非イオン性乳化剤の限定さ
れない例は、ポリアルキレングリコールエーテル並びにエトキシル化アルキルフェノール
のようなエチレンオキシド、プロピレンオキシドとの、アルキルおよびアリールフェノ－
ル、脂肪族アルコール、脂肪族アミンまたは脂肪酸の、縮合生成物、並びに、ポリオール
またはポリオキシアルキレンで可溶化されたカルボン酸エステルを含む。アニオン性乳化
剤の限定されない例は、アルキルアリールスルホン酸の油溶性塩（例えば、カルシウム）
、硫酸化ポリグリコールエーテルの油溶性塩、およびリン酸化ポリグリコールエーテルの
塩を含む。カチオン性乳化剤の限定されない例は、第四級アンモニウム化合物および脂肪
アミン塩を含む。乳化可能な濃度物はまた、他の相溶性添加剤、例えば、植物生長制御剤
および農業に使用される他の生物学的活性化合物、を含むことができる。乳化可能濃厚物
中のＮ－置換（６－ハロアルキルピリジン－３－イル）アルキル・スルホキシイミンの濃
度は、例えば、約１０重量パーセント～約５０重量パーセントの範囲内にあることができ
る。一つ以上の実施態様において、乳化可能な濃厚物は水および油で希釈されて、水中油
エマルションの形態の噴霧混合物を形成することができる。
【００２６】
　配合物が例えば、水性懸濁物として種子に適用される場合は、その水性懸濁物は水性液
体担体（例えば、水）中に分散されたＮ－置換（６－ハロアルキルピリジン－３－イル）
アルキル・スルホキシイミンを含むことができる。水性懸濁液中のＮ－置換（６－ハロア
ルキルピリジン－３－イル）アルキル・スルホキシイミンの濃度は約５重量パーセント～
約５０重量パーセントの範囲内にあることができる。水性懸濁液はＮ－置換（６－ハロア
ルキルピリジン－３－イル）アルキル・スルホキシイミンを微細に粉砕し、そしてＮ－置
換（６－ハロアルキルピリジン－３－イル）アルキル・スルホキシイミンを水性液体担体
中に混合することにより調製することができる。水性懸濁液は場合により、水性懸濁液の
形成および／または安定化を補助することができる少なくとも一種の界面活性剤を含むこ
とができる。無機塩および合成ゴムまたは天然ゴムのような他の物質を水性懸濁液の密度
および粘度の一つ以上を増加するために添加することができる。
【００２７】
　配合物が例えば、水性エマルションとして種子に適用される場合は、その水性エマルシ
ョンは水性液体担体（例えば、水）中に乳化されたＮ－置換（６－ハロアルキルピリジン
－３－イル）アルキル・スルホキシイミンを含むことができる。水性エマルション中のＮ
－置換（６－ハロアルキルピリジン－３－イル）アルキル・スルホキシイミンの濃度は、
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約５重量パーセント～約５０重量パーセントの範囲内にあることができる。Ｎ－置換（６
－ハロアルキルピリジン－３－イル）アルキル・スルホキシイミンは水性エマルションの
調製前に、水非混和性溶媒中に溶解することができる。適切な水非混和性溶媒の限定され
ない例は、ベンゼンから誘導される芳香族炭化水素（例えば、トルエン、キシレン、他の
アルキル化ベンゼン等）およびナフタレン誘導体、脂肪族炭化水素（例えば、ヘキサン、
オクタン、シクロヘキサン、等）、脂肪族またはイソパラフィン系からの鉱油並びに芳香
族と脂肪族炭化水素の混合物；ハロゲン化芳香族または脂肪族炭化水素；植物油、種子油
または動物油（例えば、大豆油、菜種油、オリーブ油、ヒマシ油、ヒマワリ油、ココナツ
油、コーン油、綿実油、アマニ油、ヤシ油、落花生油、ベニバナ油、ゴマ油、アブラギリ
油等）並びに植物油、種子油または動物油から誘導されるＣ１－Ｃ６モノ－エステル；Ｃ
６－Ｃ２０飽和および不飽和脂肪族カルボン酸のＣ１－Ｃ６ジアルキルアミド（例えば、
Ｎ－Ｎ－ジメチルアルキルアミド）；芳香族カルボン酸およびジカルボン酸のＣ１－Ｃ１
２エステル並びに脂肪族およびシクロ－脂肪族カルボン酸のＣ１－Ｃ１２エステル；２価
、３価または他の低級ポリアルコールのＣ４－Ｃ１２ポリエステル（例えば、プロピレン
グリコールジオレエート、ジ－オクチルスクシネート、ジ－ブチルアジペート、ジ－オク
チルフタレート等）；を含む。水性エマルションは、Ｎ－置換（６－ハロアルキルピリジ
ン－３－イル）アルキル・スルホキシイミンまたはその水非混和性溶液を水性液体担体中
に乳化させる方法により調製することができる。水性エマルションは場合により、水性エ
マルションの形成および安定化の少なくとも一つの補助をすることができる少なくとも一
種の界面活性剤を含むことができる。
【００２８】
　配合物が例えば、顆粒ダストとして種子に適用される場合は、顆粒の形成は、少なくと
も一種の固形担体（例えば、カオリン粘土、粉砕火山岩、等）中に分散されたＮ－置換（
６－ハロアルキルピリジン－３－イル）アルキル・スルホキシイミンを含むことができる
。少なくとも一種の固形担体は粉末として提供することができる。ダスト中のＮ－置換（
６－ハロアルキルピリジン－３－イル）アルキル・スルホキシイミンの濃度は約１重量パ
ーセント～約１０重量パーセントの範囲内にあることができる。
【００２９】
　Ｎ－置換（６－ハロアルキルピリジン－３－イル）アルキル・スルホキシイミンまたは
Ｎ－置換（６－ハロアルキルピリジン－３－イル）アルキル・スルホキシイミンを含む配
合物は場合により、少なくとも一種の更なる物質と同時に（すなわち、同時に）またはそ
れと連続して（例えば、前、または後に）種子に適用することができる。少なくとも一種
の更なる物質は、所望の用途をもち、またＮ－置換（６－ハロアルキルピリジン－３－イ
ル）アルキル・スルホキシイミンの殺虫作用を実質的に妨げない物質または化合物である
ことができる。少なくとも一種の更なる物質がＮ－置換（６－ハロアルキルピリジン－３
－イル）アルキル・スルホキシイミンの殺虫作用を実質的に妨げないかどうかは、限定は
されないが、少なくとも一種の更なる物質を使用する、また使用しない本開示のＮ－置換
（６－ハロアルキルピリジン－３－イル）アルキル・スルホキシイミンの効果の直接的比
較を伴うものを含む、標準試験フォーマットを使用して当業者により実際に決定されるこ
とができる。限定されない例により、少なくとも一種の更なる物質は、少なくとも一種の
補助物質および少なくとも一種の更なる有害生物防除物質の一つ以上であることができる
。
【００３０】
　少なくとも一種の補助物質が使用される場合は、それは、限定はされないが、湿潤剤、
分散剤、結合剤、浸透剤、肥料、バッファー、染料、金属イオン封鎖剤、ドリフト低下剤
、相容性付与剤、粘度調整剤、発泡抑制剤、洗浄剤、界面活性剤、乳化剤、それらの組み
合わせ物、等を含む、農芸化学分野で使用される従来の補助剤であることができる。適切
な補助物質は農芸化学分野で周知である（例えば、Ｄ．Ａ．Ｋｎｏｗｌｅｓにより編纂さ
れた“Ｃｈｅｍｉｓｔｒｙ　ａｎｄ　Ｔｅｃｈｎｏｌｏｇｙ　ｏｆ　Ａｇｒｏｃｈｅｍｉ
ｃａｌ　Ｆｏｒｍｕｌａｔｉｏｎｓ（農芸化学の配合物の化学および技術）”，Ｋｌｕｗ
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ｅｒ　Ａｃａｄｅｍｉｃ　Ｐｕｂｌｉｓｈｅｒｓによるコピーライト１９９８、を参照さ
れたい、更にＳｐｒｉｎｇｅｒ－Ｖｅｒｌａｇによる１９９８のコピーライトによる、Ａ
．Ｓ．Ｐｅｒｒｙ，Ｉ．Ｙａｍａｍｏｔｏ，Ｉ．Ｉｓｈａａｙａ，およびＲ．Ｐｅｒｒｙ
による“Ｉｎｓｅｃｔｉｃｉｄｅｓ　ｉｎ　Ａｇｒｉｃｕｌｔｕｒｅ　ａｎｄ　Ｅｎｖｉ
ｒｏｎｍｅｎｔ－Ｒｅｔｒｏｓｐｅｃｔｓ　ａｎｄ　Ｐｒｏｓｐｅｃｔｓ（農業および環
境における殺虫剤－回顧および見通し）”も参照されたい。）少なくとも幾つかの実施態
様において、少なくとも一種の補助物質は、種子に対するＮ－置換（６－ハロアルキルピ
リジン－３－イル）アルキル・スルホキシイミンの付着を助成することができる、少なく
とも一種の結合剤（例えば、ポリアクリレート、ポリメタクリレート、ポリブテン、ポリ
イソブチレン、ポリエーテル、ポリエチレンアミン、ポリエチレンアミド、ポリエチレン
イミン、ポリスチレン、ポリウレタン、ポリビニルアルコール、ポリビニルピロリドン、
ポリビニルアセテート、このような重合体から誘導される共重合体、およびそれらの組み
合わせ物）を含む。
【００３１】
　少なくとも一種の更なる有害生物防除物質が使用される場合は、それは、それらに限定
はされないが、以下にそれぞれ更に詳細に記載される、更なる殺虫剤、抗真菌剤および除
草剤の少なくとも一種を含むあらゆる従来の有害生物防除物質であることができる。例え
ば、少なくとも一種の更なる有害生物防除物質は、更なる昆虫、疾患および植物（例えば
、雑草）の一種以上を制御するために使用することができる。使用することができる有害
生物防除物質の更なる限定されない例は、抗線虫剤、ダニ殺虫剤、抗節足動物剤および抗
バクテリア剤の少なくとも一種を含む。Ｎ－置換（６－ハロアルキルピリジン－３－イル
）アルキル・スルホキシイミンおよび少なくとも一種の更なる有害生物防除剤は例えば、
約１：１００～約１００：１の重量比で存在することができる。
【００３２】
　更なる殺虫剤が使用される時は、それはＮ－置換（６－ハロアルキルピリジン－３－イ
ル）アルキル・スルホキシイミンと同様な殺虫効果（例えば、ノミハムシのような甲虫目
中の昆虫の制御）のために使用することができるか、または異なる殺虫効果のため（例え
ば、異なる目の昆虫を制御するため）に使用することができる。本明細書で使用される用
語「殺虫剤」は昆虫を殺し、制御し、あるいはその生長に不都合な影響を与える有効物質
を意味し、かつ含む。少なくとも一種の更なる有害生物防除物質として使用することがで
きる適切な殺虫剤の限定されない例は、抗生物質殺虫剤（例えばアロサミジンおよびスリ
ンギエンシン）；巨大環状ラクトン殺虫剤（例えば、スピノサド、スピネトラム並びに２
１－ブテニルスピノシンおよびそれらの誘導体を含む他のスピノシン類）；アベルメクチ
ン殺虫剤（例えば、アバメクチン、ドラメクチン、エマメクチン、エプリノメクチン、イ
ベルメクチンおよびセラメクチン）；ミルベマイシン殺虫剤（例えば、レピメクチン、ミ
ルベメクチン、ミルベマイシン・オキシムおよびモキシデクチン）；ヒ素殺虫剤（例えば
、ヒ酸カルシウム、アセト亜ヒ酸銅、ヒ酸銅、ヒ酸鉛、亜ヒ酸カリウムおよび亜ヒ酸ナト
リウム）；生物学的殺虫剤（例えば、バシルス・ポピリエ（Ｂａｃｉｌｌｕｓ　ｐｏｐｉ
ｌｌｉａｅ）、バシルス・スフェリクス（Ｂ．ｓｐｈａｅｒｉｃｕｓ）、バシルス・スリ
ンギエンシス亜種アイザワイ（Ｂ．ｔｈｕｒｉｎｇｉｅｎｓｉｓ　ｓｕｂｓｐ．ａｉｚａ
ｗａｉ）、バシルス・スリンギエンシス亜種クルスタキ（Ｂ．ｔｈｕｒｉｎｇｉｅｎｓｉ
ｓ　ｓｕｂｓｐ．Ｋｕｒｓｔａｋｉ）、バシルス・スリンギエンシス亜種テネブリオニス
（Ｂ．ｔｈｕｒｉｎｇｉｅｎｓｉｓ　ｓｕｂｓｐ．Ｔｅｎｅｂｒｉｏｎｉｓ）、ビューウ
ェリア・バッシアナ（Ｂｅａｕｖｅｒｉａ　ｂａｓｓｉａｎａ）、シディア・ポモネラ・
顆粒症ヴィルス（Ｃｙｄｉａ　ｐｏｍｏｎｅｌｌａ　ｇｒａｎｕｌｏｓｉｓ　ｖｉｒｕｓ
）、ダグラスファードクガＮＰＶ、マイマイガＮＰＶ、ヘリコウェルパ・ゼイ（Ｈｅｌｉ
ｃｏｖｅｒｐａ　ｚｅａ）ＮＰＶ、ヒキワリトウモロコシガの顆粒症ウィルス（Ｉｎｄｉ
ａｎ　ｍｅａｌ　ｍｏｔｈ　ｇｒａｎｕｌｏｓｉｓ　ｖｉｒｕｓ）、メタリジウム・アニ
ソプリエ（Ｍｅｔａｒｈｉｚｉｕｍ　ａｎｉｓｏｐｌｉａｅ）、ノセマ・ロクステ（Ｎｏ
ｓｅｍａ　ｌｏｃｕｓｔａｅ）、ペシロマイセス・フュモソロシュース（Ｐａｅｃｉｌｏ
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ｍｙｃｅｓ　ｆｕｍｏｓｏｒｏｓｅｕｓ）、ペシロマイセス・リラシヌス（Ｐ．ｌｉｌａ
ｃｉｎｕｓ）、フォトラブドス・ルミネセンス（Ｐｈｏｔｏｒｈａｂｄｕｓ　ｌｕｍｉｎ
ｅｓｃｅｎｓ）、スポドプテラ・エキシグア（Ｓｐｏｄｏｐｔｅｒａ　ｅｘｉｇｕａ）Ｎ
ＰＶ、トリプシン調節卵安定因子（ｔｒｙｐｓｉｎ　ｍｏｄｕｌａｔｉｎｇ　ｏｏｓｔａ
ｔｉｃ　ｆａｃｔｏｒ）、キセノラブドス・ネマトフィルス（Ｘｅｎｏｒｈａｂｄｕｓ　
ｎｅｍａｔｏｐｈｉｌｕｓ）およびキセノラブドス・ボウィーニイ（Ｘ．ｂｏｖｉｅｎｉ
ｉ））、植物取り込み防止殺虫剤（例えばＣｒｙ１Ａｂ、Ｃｒｙ１Ａｃ、Ｃｒｙ１Ｆ、Ｃ
ｒｙ１Ａ．１０５、Ｃｒｙ２Ａｂ２、Ｃｒｙ３Ａ、ｍｉｒ　Ｃｒｙ３Ａ、Ｃｒｙ３Ｂｂ１
、Ｃｒｙ３４、Ｃｒｙ３５およびＶＩＰ３Ａ）；植物学的殺虫剤（例えば、アナバシン、
アザジラクチン、ｄ－リモネン、ニコチン、ピレスリン、シネリン類、シネリンＩ、シネ
リンＩＩ、ジャスモリンＩ、ジャスモリンＩＩ、ピレスリンＩ、ピレスリンＩＩ、カッシ
ア、ロテノン、リアニアおよびサバディラ）；カルバメート殺虫剤（例えば、ベンジオカ
ルブおよびカルバリル）；ベンゾフラニルメチルカルバメート殺虫剤（例えば、ベンフラ
カルブ、カルボフラン、カルボスルファン、デカルボフランおよびフラチオカルブ）；ジ
メチルカルバメート殺虫剤（例えばジミタン、ジメチラン、ヒクインカルブおよびピリミ
カルブ）；オキシムカルバメート殺虫剤（例えば、アラニカルブ、アルジカルブ、アルド
キシカルブ、ブトカルボキシム、ブトキシカルボキシム、メソミル、ニトリラカルブ、オ
キサミル、タジムカルブ、チオカルボキシム、チオジカルブおよびチオファノックス）；
フェニルメチルカルバメート殺虫剤（例えば、アリキシカルブ、アミノカルブ、ブフェン
カルブ、ブタカルブ、カルバノレート、クロエソカルブ、ジクレシル、ジオキサカルブ、
ＥＭＰＣ、エチオフェンカルブ、フェネサカルブ、フェノブカルブ、イソプロカルブ、メ
チオカルブ、メトールカルブ、メキサカルベート、プロマシル、プロメカルブ、プロポク
スール、トリメサカルブ、ＸＭＣおよびキシリルカルブ）；ジニトロフェノール殺虫剤（
例えば、ジネックス、ジノプロプ、ジノサムおよびＤＮＯＣ）；フッ素殺虫剤（例えば、
バリウム・ヘキサフルオロシリケート、クリオライト、フッ化ナトリウム、ナトリウム・
ヘキサフルオロシリケートおよびスルフルラミド）；ホルムアミジン殺虫剤（例えば、ア
ミトラズ、クロルジメフォルム、フォルメタネートおよびフォルムパラネート）；燻蒸剤
殺虫剤（例えば、アクリロニトリル、二流化炭素、四塩化炭素、クロロホルム、クロロピ
クリン、パラ－ジクロロベンゼン、１，２－ジクロロプロパン、エチルフォルメート、エ
チレンジブロミド、エチエレンジクロリド、エチレンオキシド、シアン化水素、ヨードメ
タン、メチルブロミド、メチルクロロホルム、メチレンクロリド、ナフタレン、ホスフィ
ン、スルフリルフルオリドおよびテトラクロロエタン）；無機殺虫剤（例えば、ボラック
ス、多硫化カルシウム、オレイン酸銅、塩化第１水銀、チオシアン酸カリウムおよびチオ
シアン酸ナトリウム）；キチン合成阻害剤（例えば、ビストリフルロン、ブプロフェジン
、クロルフルアズロン、シロマジン、ジフルベンズロン、フルシクロクスロン、フルフェ
ノクスロン、ヘキサフルムロン、ルフェヌロン、ノヴァルロン、ノビフルムロン、ペンフ
ルロン、テフルベンズロンおよびトリフルムロン）；幼虫ホルモン模倣剤（例えば、エポ
フェノナン、フェノキシカルブ、ヒドロプレン、キノプレン、メソプレン、ピリプロキシ
フェンおよびトリプレン）；幼虫ホルモン（例えば、幼虫ホルモンＩ、幼虫ホルモンＩＩ
および幼虫ホルモンＩＩＩ）；脱皮ホルモンアゴニスト（例えば、クロマフェノジド、ハ
ロフェノジド、メトキシフェノジドおよびテブフェノジド）；脱皮ホルモン（例えば、α
－エクジソンおよびエクジステロン）；脱皮阻害剤（例えば、ジオフェノラン）；プレコ
セン類（例えば、プレコセンＩ、プレコセンＩＩおよびプレコセンＩＩＩ）；未分類昆虫
生長調節剤（例えば、ジシクラニル）；ネレイストキシン同族体殺虫剤（例えば、ベンス
ルタプ、カルタプ、チオシクラムおよびチオスルタプ）；ニコチノイド殺虫剤（例えば、
フロニカミド）；ニトログアニジン殺虫剤（例えば、クロチアニジン、ジノテフラン、イ
ミダクロプリドおよびチアメトキサム）；アメノフラノン・ネオニコチノイド（例えば、
ＢＹＩ－０２９６０）；半合成発酵生成物（例えばシプロペン）；ニトロメチレン殺虫剤
（例えば、ニテンピラムおよびニシアジン）；ピリジルメチルアミン殺虫剤（例えば、ア
セタミプリド、イミダクロプリド、ニテンピラムおよびチアクロプリド）；有機塩素殺虫
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剤（例えば、ブロモ－ＤＤＴ、カンフェクロル、ＤＤＴ、ｐｐ’－ＤＤＴ、エチル－ＤＤ
Ｄ、ＨＣＨ、ガンマ－ＨＣＨ、リンダン、メトキシクロル、ペンタクロロフェノールおよ
びＴＤＥ）；シクロジエン殺虫剤（例えば、アルドリン、ブロモシクレン、クロルビシク
レン、クロルダン、クロルデコン、ジエルドリン、ジロール、エンドスルファン、エンド
リン、ＨＥＯＤ、ヘプタクロル、ＨＨＤＮ、イソベンザン、イソドリン、ケレバンおよび
ミレックス）；有機リン酸塩殺虫剤（例えば、ブロムフェンビンフォス、クロルフェンビ
ンフォス、クロトキシフォス、ジクロルヴォス、ジクロトフォス、ジメチルビンフォス、
フォスピレート、ヘプテノフォス、メトクロトフォス、メビンフォス、モノクロトフォス
、ナレド、ナフタロフォス、ホスファミドン、プロパフォス、ＴＥＰＰおよびテトラクロ
ルヴィンフォス）；有機チオホスフェート殺虫剤（例えば、ジオキサベンゾフォス、ホス
メシランおよびフェントエート）；脂肪族有機チオホスフェート殺虫剤（例えば、アセチ
オン、アミトン、カジュサフォス、クロルエトキシフォス、クロルメフォス、デメフィオ
ン、デメフィオン－Ｏ、デメフィオン－Ｓ、デメトン、デメトン－Ｏ、デメトン－Ｓ、デ
メトン－メチル、デメトン－Ｏ－メチル、デメトン－Ｓ－メチル、デメトン－Ｓ－メチル
スルホン、ジスルフォトン、エチオン、エトプロフォス、ＩＰＳＰ、イソチオエート、マ
ラチオン、メタクリフォス、オキシデメトン－メチル、オキシデプロフォス、オキシジス
ルフォトン、フォレート、スルフォテプ、テルブフォスおよびチオメトン）；脂肪族アミ
ド有機チオフォスフェート殺虫剤（例えば、アミジチオン、シアントエート、ジメトエー
ト、エトエート－メチル、フォルモチオン、メカルバム、オメトエート、プロトエート、
ソファミドおよびヴァミドチオン）；オキシム有機チオフォスフェート殺虫剤（例えば、
クロルフォキシム、フォキシムおよびフォキシム－メチル）；複素環式有機チオフォスフ
ェート殺虫剤（例えば、アザメチフォス、クマフォス、クミトエート、ジオキサチオン、
エンドチオン、メナゾン、モルフォチオン、フォサロン、ピラクロフォス、ピリダフェン
チオンおよびクイノチオン）；ベンゾチオピラン有機チオフォスフェート殺虫剤（例えば
、ディチクロフォスおよびチクロフォス）；ベンゾトリアジン有機チオフォスフェート殺
虫剤（例えば、アジンフォス－エチルおよびアジンフォス－メチル）；イソインドール有
機チオフォスフェート殺虫剤（例えば、ジアリフォスおよびフォスメット）；イソオキサ
ゾール有機チオフォスフェート殺虫剤（例えば、イソキサチオンおよびゾラプロフォス）
；ピラゾロピリミジン有機チオフォスフェート殺虫剤（例えば、クロルプラゾフォスおよ
びピラゾフォス）；ピリジン有機チオフォスフェート殺虫剤（例えば、クロルピフィフォ
スおよびクロルピリフォス－メチル）；ピリミジン有機チオフォスフェート殺虫剤（例え
ば、ブタチオフォス、ジアジノン、エトリムフォス、リリムフォス、ピリミフォス－エチ
ル、ピリミフォス－メチル、プリミドフォス、ピリミテ－トおよびテブピリムフォス）；
キノキサリン有機チオフォスフェート殺虫剤（例えば、キナルフォスおよびキナルフォス
－メチル）；チアジアゾール有機チアジアゾール殺虫剤（例えば、アチダチオン、リチダ
チオン、メチダチオンおよびプロチダチオン）；トリアゾール有機チオフォスフェート殺
虫剤（例えば、イサゾフォスおよびトリアゾフォス）；フェニル有機チオフォスフェート
殺虫剤（例えば、アゾトエート、ブロモフォス、ブロモフォス－エチル、カルボフェノチ
オン、クロルチオフォス、シアノフォス、シチオエート、ジカプソン、ジクロフェンチオ
ン、エタフォス、ファムフール、フェンクロルフォス、フェニトロチオン、フェンスルフ
ォチオン、フェンチオン、フェンチオン－エチル、ヘテロフォス、ヨードフェンフォス、
メスルフェンフォス、パラチオン、パラチオン－メチル、フェンカプトン、フォスニクロ
ル、プロフェノフォス、プロチオフォス、スルプロフォス、テメフォス、トリクロルメタ
フォス－３およびトリフェノフォス）；ホスフォネート殺虫剤（例えば、ブトネートおよ
びトリクロルフォン）；ホスホノチオエート殺虫剤（例えば、メカルフォン）；フェニル
エチルフォスフォノチオエート殺虫剤（例えば、フォノフォスおよびリクロロナト）；フ
ェニル・フェニルフォスフォノチオエート殺虫剤（例えば、シアノフェンフォス、ＥＰＮ
およびレプトフォス）；フォスフォルアミデート殺虫剤（例えば、クルフォメート、フェ
ナミフォス、フォスチエタン、メフォスフォラン、フォスフォランおよびピリメタフォス
）；フォスフォルアミドチオエート殺虫剤（例えば、アセフェート、イソカルボフォス、
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イソフェンフォス、メタミドフォスおよびプロペタムフォス）；フォスフォロジアミド殺
虫剤（例えば、ジメフォックス、マジドックス、ミパフォックスおよびスクラダム（ｓｃ
ｈｒａｄａｍ））；オキサジアジン殺虫剤（例えば、インドキサカルブ）；フタルイミド
殺虫剤（例えば、ジアリフォス、フォスメットおよびテトラメソリン）；ピラゾール殺虫
剤（例えば、アセトプロール、エチプロール、フィプロニル、ピラフルプロール、ピリプ
ロール、テブフェンピラド、トルフェンピラドおよびヴァニリプロール）；ピレスロイド
エステル殺虫剤（例えば、アクリナスリン、アレスリン、ビオアレスリン、バルスリン、
ビフェンスリン、ビオエタノメスリン、シクレスリン、シクロプロスリン、シフルスリン
、ベータ－シフルスリン、シハロスリン、ガンマ－シハロスリン、ラムダ－シハロスリン
、シペルメスリン、アルファ－シペルメスリン、ベータ－シペルメスリン、シータ－シペ
ルメスリン、ゼータ－シペルメスリン、シフェノスリン、デルタメスリン、ジメフルスリ
ン、ジメスリン、エンペンスリン、フェンフルスリン、フェンピリスリン、フェンプロパ
スリン、フェンヴァレレート、エスフェンヴァレレート、フルシスリネート、フルヴァリ
ネート、タウ－フルヴァリネート、フレスリン、イミプロスリン、メトフルスリン、ペル
メスリン、ビオペルメスリン、トランスペルメスリン、フェノスリン、プラレスリン、プ
ロフルスリン、ピレスメスリン、レスメスリン、ビオレスメスリン、シスメスリン、テフ
ルスリン、テラレスリン、テトラメスリン、トラロメスリンおよびトランスフルスリン）
；ピレスロイドエーテル殺虫剤（例えば、エトフェンプロックス、フルフェンプロックス
、ハルフェンプロックス、プロトリフェンブートおよびシラフルオフェン）；ピリミジン
アミン殺虫剤（例えば、フルフェネリムおよびピリミジフェン）；ピロール殺虫剤（例え
ば、クロルフェナピル）；テトロン酸殺虫剤（例えば、スピロジクロフェン、スピロメシ
フェンおよびスピロテトラマート）；チオ尿素殺虫剤（例えば、ジアフェンチウロン）；
尿素殺虫剤（例えば、フルコフロンおよびスルコフロン）；並びに未分類殺虫剤（例えば
、ＡＫＤ－３０８８、クロサンテル、クロタミトン、シフルメトフェン、ＥＸＤ、フェナ
ザフロル、フェナザクイン、フェノキサクリム、フェンピロキシメート、ＦＫＩ－１０３
３、フルベンジアミド、シアジピル（シアントラニリプロール）、ヒドラメチルノン、Ｉ
ＫＩ－２００２、イソプロチオラン、マロノベン、メタフルミゾン、メトキサジアゾン、
ニフルリジド、ＮＮＩ－９８５０、ＮＮＩ－０１０１（ピリフルキナゾン）、ピメトロジ
ン、ピリダベン、ピリダリル、Ｑシド（Ｑｃｉｄｅ）、ラフォキサニド、リナキシピル（
クロルアントラニリプロール）、ＳＹＪ－１５９、トリアラセーンおよびトリアザメート
、並びにそれらのあらゆる組み合わせ物：を含む。
【００３３】
　本明細書で使用される用語「抗真菌剤」は、真菌または真菌胞子（ｓｐｏｒｅ）を殺し
、制御しまたはその生長に不都合に影響を与える有効物質を意味し、かつ含む。少なくと
も一種の更なる有害生物防除物質として使用することができる、適切な抗真菌剤の限定さ
れない例は、２－（チオシアナトメチルチオ）－ベンゾチアゾール、２－フェニルフェノ
ール、８－ヒドロキシキノリン・スルフェート、アムペロマイセス（Ａｍｐｅｌｏｍｙｃ
ｅｓ）、キスクアリス、アザコナゾール、アゾキシストロビン、バシルス・スブチリス（
Ｂａｃｉｌｌｕｓ　ｓｕｂｔｉｌｉｓ）、ベナラキシル、ベノミル、ベンチアヴァリカル
ブ－イソプロピル、ベンジルアミノベンゼン－スルフォネート（ＢＡＢＳ）塩、バイカー
ボネート、ビフェニル、ビスメルチアゾール、ビテルタノール、ブラスチシジン－Ｓ、ボ
ラックス、ボルドーワイン混合物、ボスカリド（ｂｏｓｃａｌｉｄ）、ブロムコナゾール
、ブピリメート、ポリ硫化カルシウム、カプタフォール、カプタン、カルベンダジム、カ
ルボキシン、カルプロパミド、カルヴォン、クロロネブ、クロロタロニル、クロゾリネー
ト、コニオチリウム・ミニタンス（Ｃｏｎｉｏｔｈｙｒｉｕｍ　ｍｉｎｉｔａｎｓ）、水
酸化銅、オクタン酸銅、オキシ塩化銅、硫酸銅、硫酸銅（三塩基）、亜酸化銅、シアゾフ
ァミド、シフルフェンアルニド、シモキサニル、シプロコナゾール、シプロジニル、ダゾ
メット、デバカルブ、ジアンモニウム・エチレンビス－（ジチオカルバメート）、ジクロ
フルアニド、ジクロロフェン、ジクロシメット、ジクロメジン、ジクロラン、ジエトフェ
ンカルブ、ジフェノコナゾール、ジフェンゾクアトイオン、ジフルメトリム、ジメトモル
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フ、ジモキシストロビン、ジニコナゾール、ジニコナゾール－Ｍ、ジノブトン、ジノキャ
ップ、ジフェニルアミン、ジチアノン、ドデモルフ、ドデモルフアセテート、ドジン、ド
ジン遊離塩基、エジフェンフォス、エポキシコナゾール、エタボキサム、エトキシキン、
エトリジアゾール、ファモキサドン、フェナミドン、フェナリモール、フェンブコナゾー
ル、フェンフラム、フェンヘキサミド、フェノキサニル、フェンピクロニル、フェンプロ
ピジン、フェンプロピモルフ、フェンチン、フェンチン・アセテート、フェンチン・ヒド
ロキシド、フェルバム、フェリムゾン、フルアジナム、フルジオキソニル、フルモルフ、
フルオピコリド、フルオロイミド、フルオキサストロビン、フルキンコナゾール、フルシ
ラゾール、フルスルファミド、フルトラニル、フルトリアフォール、フォルペット、ホル
ムアルデヒド、フォセチル、フォセチル－アルミニウム、フベリダゾール、フララキシル
、フラメトピル、グアザチン、グアザチンアセテート、ＧＹ－８１、ヘキサクロロベンゼ
ン、ヘキサコナゾール、ヒメキサゾール、イマザリル、イマザリルスルフェート、イミベ
ンコナゾール、イミンオクタジン、イミンオクタジン・トリアセテート、イミンオクタジ
ン・トリス（アルベシレート）、イプコナゾール、イプロベンフォス、イプロジオン、イ
プロヴァリカルブ、イソプロチオラン、カスガマイシン、カスガマイシン塩酸水和物、ク
レソキシム－メチル、マンコッパー（ｍａｎｃｏｐｐｅｒ）、マンコゼブ、マネブ、メパ
ニピリム、メプロニル、塩化第二水銀、酸化第二水銀、塩化第一水銀、メタラキシル、メ
フェノキサム、メタラキシル－Ｍ、メタム、メタム－アンモニウム、メタム－カリウム、
メタム－ナトリウム、メトコナゾール、メサスルフォカルブ、メチルヨージド、メチルイ
ソチオシアネート、メチラム、メトミノストロビン、メトラフェノン、ミルジオマイシン
、ミクロブタニル、ナバム、ニトロタール－イソプロピル、ヌアリモール、オクチリノン
、オフュレース、オレイン酸（脂肪酸）、オリサストロビン、オキサジキシル、オキシン
－銅、オキシポコナゾール・フマレート、オキシカルボキシン、ペフラゾエート、ペンコ
ナゾール、ペンシキュロン、ペンタクロロフェノール、ペンタクロロフェニル・ラウレー
ト、ペンチオピラド、酢酸フェニル水銀、ホスホン酸、フタリド、ピクオキシストロビン
、ポリオキシンＢ、ポリオキシン類、ポリオキソリム、重炭酸カリウム、ヒドロキシキノ
リン硫酸カリウム、プロベナゾール、プロクロラズ、プロシミドン、プロパモカルブ、プ
ロパモカルブ塩酸、プロピコナゾール、プロピネブ、プロキナジド、プロチオコナゾール
、ピラクロストロビン、ピラゾホス、ピリブチカルブ、ピリフェノックス、ピリメタニル
、ピロクイロン、クイノクラミン、クインオキシフェン、クイントゼン、レイノウトリア
・サカリネンシス（Ｒｅｙｎｏｕｔｒｉａ　ｓａｃｈａｌｉｎｅｎｓｉｓ）抽出物、シル
チオファム、シメコナゾール、ナトリウム２－フェニルフェノキシド、重炭酸ナトリウム
、ナトリウムペンタクロロフェノキシド、スピロキサミン、硫黄、ＳＹＰ－Ｚ０７１、タ
ール油、テブコナゾール、テクナゼン、テトラコナゾール、チアベンダゾール、チフルザ
ミド、チオファネート－メチル、チラム、チアジニル、トルクロフォス－メチル、トリル
フルアニド、トリアジメフォン、トリアヂメノール、トリアゾキソド、トリシクラゾール
、トリデモルフ、トリフロキシストロビン、トリフルミゾール、トリフォリン、トリチコ
ナゾール、ヴァリダマイシン、ビンクロゾリン、ジネブ、ジラム、ゾキサミド、カンジダ
・オレフィラ（Ｃａｎｄｉｄａ　ｏｌｅｏｐｈｉｌａ）、フサリウム・オキシスポルム（
Ｆｕｓａｒｉｕｍ　ｏｘｙｓｐｏｒｕｍ）、グリオクラジウム亜種（Ｇｌｉｏｃｌａｄｉ
ｕｍ　ｓｐｐ．）、フレビオプシス・ギガンティーン（Ｐｈｌｅｂｉｏｐｓｉｓ　ｇｉｇ
ａｎｔｅａｎ）、ストレプトマイセス・グリセオヴィリジス（Ｓｔｒｅｐｔｏｍｙｃｅｓ
　ｇｒｉｓｅｏｖｉｒｉｄｉｓ）、トリコデルマ亜種（Ｔｒｉｃｈｏｄｅｒｍａ　ｓｐｐ
．）、（ＲＳ）－－Ｎ－（３，５－ジクロロフェニル）－２－（メトキシメチル）－スク
シンイミド、１，２－ジクロロプロパン、１，３－ジクロロ－１，１，３，３－テトラフ
ルオロアセトン水和物、１－クロロ－２，４－ジニトロナフタレン、１－クロロ－２－ニ
トロプロパン、２－（２－ヘプタデシル－２－イミダゾリン－１－イル）エタノール、２
，３－ジヒドロ－５－フェニル－１，４－ジチ－イン、１，１，４，４－テトラオキシド
、２－メトキシエチル水銀酢酸塩、２－メトキシエチル水銀塩化物、２－メトキシエチル
水銀シリケート、３－（４－クロロフェニル）－５－メチルローダニン、４－（２－ニト
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ロプロプ－１－エニル）フェニルチオシアナテム；アンプロピルフォス、アニラジン、ア
ジシラム、多硫化バリウム、Ｂａｙｅｒ　３２３９４、ベンオダニル、ベンクイノックス
、ベンタルロン、ベンザマクリル；ベンザマクリル－イソブチル、ベンザモルフ、ビナパ
クリル、ビス（メチル水銀）スルフェート、ビス（トリブチル錫）オキシド、ブチオベー
ト、クロム酸硫酸亜鉛銅カルシウムカドミウム、カルバモルフ、ＣＥＣＡ、クロベンチア
ゾン、クロラニフォルメサン、クロルフェナゾール、クロルクイノックス、クリムバゾー
ル、ビス（３－フェニルサリチル酸）銅、クロム酸亜鉛銅、クフラネブ、硫酸ヒドラジニ
ウム第１銅、クプロバム、シクラフラミド、シペンダゾール、シプロフラム、デカフェン
チン、ジクロン、ジクロゾリン、ジクロブトラゾール、ジメチリモール、ジノクトン、ジ
ノスルホン、ジノテルボン、ジピリチオン、ジタリムフォス、ドジシン、ドラゾキソロン
、ＥＢＰ、ＥＳＢＰ、エタコナゾール、エテム、エチリム、フェナミノスルフ、フェナパ
ニル、フェニトロパン、フルオトリマゾール、フルカルバニル、フルコナゾール、フルコ
ナゾール－シス、フルメシクロックス、フロファネート、グリオジン、グリセオフルビン
、ハラクリネート、Ｈｅｒｃｕｌｅｓ　３９４４、ヘキシルチオフォス、ＩＣＩＡ０８５
８、イソパンフォス、イソヴァレジオン、メベニル、メカルビンジド、メタゾキソロン、
メトフロキサム、メチル水銀ジシアンジアミド、メトスルフォヴァックス、ミルネブ、ム
コ塩素酸無水物、ミクロゾリン、Ｎ－３，５－ジクロロフェニル－スクシンイミド、Ｎ－
３－ニトロフェニルイタコンイミド、ナタマイシン、Ｎ－エチルマーキュリオ－４－トル
エンスルフォンアニリド、ニッケルビス（ジメチルジチオカルバメート）、ＯＣＨ、フェ
ニル水銀ジメチルジチオカルバメート、フェニル水銀ナイトレート、フォスジフェン、プ
ロチオカルブ；プロチオカルブ塩酸、ピラカルボリド、ピリジニトリル、ピロキシクロル
、ピロキシフル、クインアセトール；クインアセトール硫酸、クインアザミド、クインコ
ナゾール、ラベンザゾール、サリチルアニリド、ＳＳＦ－１０９、スルトロペン、テコラ
ム、チアジフルオル、チシオフェン、チオクロルフェンフィム、チオファネート、チオク
イノックス、チオキシミド、トリアミフォス、トリアリモール、トリアズブチル、トリク
ラミド、ウルブアシド、ＸＲＤ－５６３およびザリルアミド、並びにあらゆるそれらの組
み合わせ物、を含む。
【００３４】
　本明細書で使用される用語「除草剤」は植物を殺し、制御しまたはその生長に不都合な
影響を与える有効物質を意味し、かつ含む。少なくとも一種の更なる有害生物防除物質と
して使用することができる適切な除草剤の限定されない例は、アミド除草剤（例えば、ア
リドクロル、ベフルブタミド、ベンザドックス、ベンジプラム、ブロモブチド、カフェン
ストロール、ＣＤＥＡ、クロルチアミド、シプラゾール、ジメテンアミド、ジメテンアミ
ド－Ｐ、ジフェンアミド、エプロナズ、エトニプロミド、フェントラズアミド、フルポキ
サム、フォメサフェン、ハロサフェン、イソカルバミド、イソキサベン、ナプロパミド、
ナプタラム、ペトキサミド、プロピザミド、キノンアミドおよびテブタム）；アニリド除
草剤（例えば、クロラノクリル、シスアニリド、クロメプロプ、シプロミド、ディフルフ
ェニカン、エトベンズアニド、フェナスラム、フルフェナセット、フルフェニカン、メフ
ェナセット、メフルイジド、メタミフォプ、モナリド、ナプロアニリド、ペンタノクロル
、ピコリナフェンおよびプロパニル）；アリールアラニン除草剤（例えば、ベンゾイルプ
ロプ、フラムプロプおよびフラムプロプ－Ｍ）；クロロアセトアニリド除草剤（例えば、
アセトクロル、アラクロル、ブタクロル、ブテナクロル、デラクロル、ジエタチル、ジメ
タクロル、メタザクロル、メトラクロル、Ｓ－メトラクロル、プレチラクロル、プロパク
ロル、プロプイソクロル、ピナクロル、テルブクロル、テニルクロルおよびキシラクロル
）；スルホンアニリド除草剤（例えば、ベンゾフルオル、ペルフルイドン、ピリミスルフ
ァンおよびプロフルアゾール）；スルホンアミド除草剤（例えば、アシューラム、カルブ
アシューラム、フェンアシューラムおよびオリザリン）；抗生物質除草剤（例えば、ビラ
ナフォス）；安息香酸除草剤（例えば、クロルアンベン、ジカンバ、２，３，６－ＴＢＡ
およびトリカンバ）；ピリミジニルオキシ安息香酸除草剤（例えば、ビスピリバックおよ
びピリミノバック）；ピリミジニルチオ安息香酸除草剤（例えば、ピリチオバック）；フ
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タール酸除草剤（例えばクロルタール）；ピコリン酸除草剤（例えばアミノピラリド、ク
ロピラリドおよびピクロラム）；キノリンカルボン酸除草剤（例えば、クインクロラック
およびクインメラック）；ヒ素除草剤（例えば、カコジル酸、ＣＭＡ、ＤＳＭＡ、ヘキサ
フルレート、ＭＡＡ、ＭＡＭＡ、ＭＳＭＡ、亜ヒ酸カリウムおよび亜ヒ酸ナトリウム）；
ベンゾイルシクロヘキサンジオン除草剤（例えば、メソトリオン、スルコトリオン、テフ
リルトリオンおよびテンボトリオン）；ベンゾフラニル・アルキルスルフォネート除草剤
（例えば、ベンフレセートおよびエトフュームセート）；カルバメート除草剤（例えば、
アシュラム、カルボキサゾール・クロルプロカルブ、ジクロルメート、フェナスラム、カ
ルブチレートおよびテルブカルブ）；カルボアニレート除草剤（例えば、バーバン、ＢＣ
ＰＣ、カルボアスラム、カルブエトアミド、ＣＥＰＣ、クロルブファム、クロロプロファ
ム、ＣＰＰＣ、デスメジファム、フェンイソファム、フェンメヂファム、フェンメジファ
ム－エチル、プロファムおよびスウェップ）；シクロヘキセン・オキシム除草剤（例えば
、アロキシジム、ブトロキシジム、クレソジム、クロプロオキシジム、シクロオキシジム
、プロフオキシジム、セトオキシジム、テプラルオキシジムおよびトラルクオキシジム）
；シクロプロピルイソキサゾール除草剤（例えば、イソキサクロルトールおよびイソキサ
フルトール）；ジカルボキシイミド除草剤（例えば、ベンズフェンジゾン、シニドン－エ
チル、フルメジン、フルミクロラック、フルミオキサジンおよびフルミプロピン）；ジニ
トロアニリン除草剤（例えば、ベンフルラリン、ブトラリン、ジニトラミン、エタルフル
ラリン、フルクロラリン、イソプロパリン、メサルプロパリン、ニトラリン、オリザリン
、ペンジメサリン、プロジアミン、プロフルラリンおよびトリフルラリン）；ジニトロフ
ェノール除草剤（例えば、ジノフェネート、ジノプロプ、ジノサム、ジノセブ、ジノテル
ブ、ＤＮＯＣ、エチノフェンおよびメヂノテルブ）；ジフェニルエーテル除草剤（例えば
、エトキシフェン）；ニトロフェニルエーテル除草剤（例えば、アシフルオルフェン、ア
クロニフェン、ビフェノックス、クロメトキシフェン、クロルニトロフェン、エトニプロ
ミド、フルオロジフェン、フルオログリコフェン、フルオロニトロフェン、フォメサフェ
ン、フリルオキシフェン、ハロサフェン、ラクトフェン、ニトロフェン、ニトロフルオル
フェンおよびオキシフルオルフェン）；ジチオカルバメート除草剤（例えば、ダゾメット
およびメタム）；ハロゲン化脂肪族除草剤（例えば、アロラック、クロロポン、ダラポン
、フルプロパネート、ヘキサクロロアセトン、ヨードメタン、メチルブロミド、モノクロ
ロ酢酸、ＳＭＡおよびＴＣＡ）；イミダゾリノン除草剤（例えば、イマザメサベンズ、イ
マザモックス、イマザピック、イマザピル、イマザクインおよびイマゼタピル）；無機除
草剤（例えばアンモニウム・スルファメート、ボラックス、塩素酸カルシウム、硫酸銅、
硫酸鉄、カリウムアジド、カリウムシアネート、ナトリウムアジド、塩素酸ナトリウムお
よび硫酸）；ニトリル除草剤（例えば、ブロモボニル、ブロモキシニル、クロロキシニル
、ジクロベニル、ヨードボニル、イオキシニルおよびピラクロニル）；有機燐除草剤（例
えば、アミプロフォス－メチル、アニロフォス、ベンスリド、ビラナフォス、ブタミフォ
ス、２，４－ＤＥＰ、ＤＭＰＡ、ＥＢＥＰ、フォサミン、グルフォシネート、グリフォセ
ートおよびピペロフォス）；フェノキシ除草剤（例えば、ブロモフェノキシム、クロメプ
ロプ、２，４－ＤＥＢ、２，４－ＤＥＰ、ジフェノペンテン、ジスール、エルボン、エト
ニプロミド、フェンテラコールおよびトリフォプシム；フェノキシ酢酸除草剤（例えば、
４－ＣＰＡ、２，４－Ｄ、３，４－ＤＡ、ＭＣＰＡ、ＭＣＰＡ－チオエチルおよび２，４
，５－Ｔ）；フェノキシ酪酸除草剤（例えば、４－ＣＰＢ、２，４－ＤＢ、３，４－ＤＢ
、ＭＣＰＢおよび２，４，５－ＴＢ）；フェノキシプロピオン酸除草剤（例えば、クロプ
ロップ、４－ＣＰＰ、ジクロルプロプ、ジクロルプロプ－Ｐ、３，４－ＤＰ、フェノプロ
プ、メコプロプおよびメコプロプ－Ｐ）；アリールオキシフェノキシプロピオン酸除草剤
（例えば、クロラジフォップ、クロジナフォップ、クロフォップ、シハロフォップ、ジク
ロフォップ、フェノキサプロプ、フェノキサプロプ－Ｐ、フェンチアプロプ、フルアジフ
ォップ、フルアジフォップ－Ｐ、ハロキシフォップ、ハロキシフォップ－Ｐ、イソキサピ
リフォップ、メタミフォップ、プロパクイザフォップ、クイザロフォップ、クイザロフォ
ップ－Ｐおよびトリフォップ）；フェニレンジアミン除草剤（例えば、ジニトラミンおよ
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びプロジアミン）；ピラゾリル除草剤（例えば、ベンゾフェナップ、ピラゾリネート、ピ
ラスルホトール、ピラゾキシフェン、ピロキサスルホンおよびトプラメゾン）；ピラゾリ
ルフェニル除草剤（例えば、フルアゾレートおよびピラフルフェン）；ピリダジン除草剤
（例えば、クレダジン、ピリダフォールおよびピリデート）；ピリダジノン除草剤（例え
ば、ブロムピラゾン、クロリダゾン、ジミダゾン、フルフェンピル、メトフルラゾン、ノ
ルフルラゾン、オキサピラゾンおよびピダノン）；ピリジン除草剤（例えば、アミノピラ
リド、クリオジネート、クロピラリド、ジチオピル、フルロキシピル、ハロキシジン、ピ
クロラム、ピコリナフェン、ピリクロル、チアゾピルおよびトリクロピル）；ピリジンジ
アミン除草剤（例えば、イプリミダムおよびチオクロリム）；第四級アンモニウム除草剤
（例えば、シペルクアト、ジエタムクアト、ジフェンゾクアト、ジクアト、モルファムク
アトおよびパラクアト）；チオカルバメート除草剤（例えば、ブチレート、シクロエート
、ジ－アレート、ＥＰＴＣ、エスプロカルブ、エチオレート、イソポリネート、メチオベ
ンカルブ、モリネート、オルベンカルブ、ペブレート、プロスルフォカルブ、ピリブチカ
ルブ、スルファレート、チオベンカルブ、チオカルバジル、トリ－アレートおよびヴェモ
レート）；チオカーボネート除草剤（例えば、ジメキサノ、ＥＸＤおよびプロキサン）；
チオ尿素除草剤（例えば、メチウロン）；トリアジン除草剤（例えば、ジプロペトリン、
トリアジフラムおよびトリヒドロキシトリアジン）；クロロトリアジン除草剤（例えば、
アトラジン、クロラジン、シアナジン、シプラジン、エグリナジン、イパジン、メソプラ
ジン、プロシアジン、プログリナジン、プロパジン、セブチラジン、シマジン、テルブチ
ラジンおよびトリエタジン）；メトキシトリアジン除草剤（例えば、アトラトン、メトメ
トン、プロメトン、セクブメトン、シメトンおよびテルブメトン）；メチルチオトリアジ
ン除草剤（例えば、アメトリン、アジプロトリン、シアナトリン、デスメトリン、ジメサ
メトリン、メソプロトリン、プロメトリン、シメトリンおよびテルブトリン）；トリアジ
ノン除草剤（例えば、アメトリジオン、アミブジン、ヘキサジノン、イソメチオジン、メ
タミトロンおよびメトリブジン）；トリアゾール除草剤（例えば、アミトロール、カフェ
ンストロール、エプロナズおよびフルポキサム）；トリアゾロン除草剤（例えば、アミカ
ルバゾン、ベンカルバゾン、カルフェントラゾン、フルカルバゾン、プロポキシカルバゾ
ン、スルフェントラゾンおよびチエンカルバゾン－メチル）；トリアゾロピリミジン除草
剤（例えば、クロルアンスラム、ジクロスラム、フロラスラム、フルメトスラム、メトス
ラム、ペノキシスラムおよびピロキシスラム）；ウラシル除草剤（例えば、ブタフェナシ
ル、ブロマシル、フルプロパシル、イソシル、レナシルおよびテルバシル）；３－フェニ
ルウラシル；尿素除草剤（例えば、ベンズチアズロン、クミルロン、シクルロン、ジクロ
ラル尿素、ジフルフェンゾピル、イソノルロン、イソウロン、メサベンズチアズロン、モ
ニソウロンおよびノルロン）；フェニル尿素除草剤（例えば、アニスロン、ブトロン、ク
ロルブロムロン、クロレトロン、クロロトルロン、クロロクスロン、ダイムロン、ジフェ
ノクスロン、ジメフロン、ジウロン、フェヌロン、フルオメトゥロン、フルオチウロン、
イソプロトゥロン、リヌロン、メチウロン、メチルジムロン、メトベンズロン、メトブロ
ムロン、メトクスロン、モノリヌロン、モヌロン、ネブロン、パラフルロン、フェノベン
ズロン、シドゥロン、テトラフルロンおよびチアジアズロン）；ピリミジニルスルフォニ
ル尿素除草剤（例えば、アミドスルフロン、アジムスルフロン、ベンスルフロン、クロリ
ムロン、シクロスルファムロン、エトキシスルフロン、フラザスルフロン、フルセトスル
フロン、フルピルスルフロン、フォラムスルフロン、ハロスルフロン、イマゾスルフロン
、メソスルフロン、ニコスルフロン、オルソスルファムロン、オキサスルフロン、プリミ
スルフロン、ピラゾスルフロン、リムスルフロン、スルフォメトゥロン、スルフォスルロ
ンおよびトリフロキシスルフロン）；トリアジニルスルホニル尿素除草剤（例えば、クロ
ルスルフロン、シノスルフロン、エタメトスルフロン、ヨードスルフロン、メトスルフロ
ン、プロスルフロン、チフェンスルフロン、トリアスルフロン、トリベンヌロン、トリフ
ルスルフロンおよびトリトスルフロン）；チアジアゾリル尿素除草剤（例えば、ブチウロ
ン、エチジムロン、テブチウロン、チアザフルロンおよびチジアズロン）；並びに未分類
除草剤（例えば、アクロレイン、アリルアルコール、アザフェニジン、ベナゾリン、ベン



(22) JP 6351568 B2 2018.7.4

10

20

30

40

50

タゾン、ベンゾビシクロン、ブチダゾール、カルシウムシアナミド、カムベンジクロル、
クロルフェナク、クロルフェンプロプ、クロルフルラゾール、クロルフルレノール、シン
メシリン、クロマゾン、ＣＰＭＦ、クレゾール、オルソ－ジクロロベンゼン、ジメピペレ
ート、エンドタール、フルオロミジン、フルリドン、フルロクロリドン、フルルタモン、
フルチアセト、インダノファン、メタゾール、メチルイソチオシアネート、ニピラクロフ
ェン、ＯＣＨ、オキサジアルギル、オキサジアゾン、オキサジクロメフォン、ペンタクロ
ロフェノール、ペントキサゾン、酢酸フェニル水銀、ピノキサデン、プロスルファリン、
ピリベンゾキシム、ピリフタリド、キノクラミン、ローデタニル、スルグリカピン、チジ
アジミン、トリジファン、トリメツロン、トリプロピンダンおよびトリタク、を含む。
【００３５】
　ノミハムシのような甲虫（Ｃｏｌｅｏｐｔｅｒａｎ　ｉｎｓｅｃｔｓ）を制御するため
の種子処理剤としての、スルフォキサフロルのようなＮ－置換（６－ハロアルキルピリジ
ン－３－イル）アルキルスルホキシイミンの使用は、甲虫類を制御するための種子処理剤
として使用される現代の殺虫剤に対する昆虫耐性の発生を好都合に緩和し、殺虫剤として
のＮ－置換（６－ハロアルキルピリジン－３－イル）アルキルスルホキシイミンの効用お
よび効果を拡大し、そして甲虫類を制御するための種子処理剤として従来使用された殺虫
剤に比較して、増加した殺虫作用および効果を促進する。
【００３６】
　以下の実施例は本開示の実施態様を、より詳細に説明する役目をもつ。これらの実施例
は本発明の範囲について、網羅的または限定的であると考えてはならない。
【実施例】
【００３７】
実施例１：　比較例
　キャベツのノミハムシ（Ｐｈｙｌｌｏｔｒｅｔａ　ｃｒｕｃｉｆｅｒａｅ）による摂食
損害を制御するためのカノーラ（Ｂｒａｓｓｉｃａ　ｎａｐｕｓ）種子の処理剤としての
スルホキサフロールの効果を、市販の基準チアメトキサム（Ｈｅｌｉｘ　Ｘｔｒａ）に対
して評価した。カノーラ種子に、約０．４ミリグラム（ｍｇ）のチアメトキサムａｉ／種
子の使用率におけるＨｅｌｉｘ　Ｘｔｒａ、約０．２ｍｇ　ａｉ／種子の低使用率および
約０．６ｍｇ　ａｉ／種子の高使用率のスピシンＡおよびスピノシンＤ（スピノサド）、
約０．２ｍｇ　ａｉ／種子の低使用率および約０．６ｍｇ　ａｉ／種子の高使用率のスピ
ネトラム、並びに約０．２ｍｇ　ａｉ／種子の低使用率および約０．６ｍｇ　ａｉ／種子
の高使用率のスルホキサフロールを含む、様々な殺虫剤を噴霧した。各処理は４回反復さ
れた。カノーラの種子を植え付け、次に発生後間もなくキャベツのノミハムシの自然の蔓
延に暴露した。
【００３８】
　前記の地面からカノーラの種子が発生した５日後および２７日後に、ノミハムシの摂食
損害を評価した。図１は５日後のノミハムシの摂食損害を示し、図２は２７日のノミハム
シ摂食損害を示す。以下に説明される図１および２並びに図３および４それぞれにおいて
、「Ｃｋ」は未処理カノーラ種子を表し、「Ｓｔｄ」はＨｅｌｉｘ　Ｘｔｒａで処理され
たカノーラ種子を表し、「Ｓｐ」はスピノサドで処理されたカノーラ種子を表し、「Ｓｅ
ｔ」はスピネトラム（Ｓｐｉｎｅｔｏｒａｍ）で処理されたカノーラ種子を表し、そして
「Ｓｘｆ」はスルホキサフロールで処理されたカノーラ種子を表す。図１に示すように、
５日後のＨｅｌｉｘ　Ｘｔｒａに比較して、低率のスルホキサフロール種子処理および高
率のスルホキサフロールは両方ともキャベツノミハムシ（Ｐｈｙｌｌｏｔｒｅｔａ　ｃｒ
ｕｃｉｆｅｒａｅ）に対する改善された殺虫効果を助長した。５日後に、低使用率のスル
ホキサフロールは約４パーセントのノミハムシ摂食損害もたらし、高使用率のスルホキサ
フロールは約３パーセントのノミハムシの摂食損害をもたらし、そしてＨｅｌｉｘ　Ｘｔ
ｒａの使用は約２２パーセントのノミハムシの摂食損害をもたらした。未処理カノーラ種
子は約９３パーセントのノミハムシの摂食損害を示した。更に、図２に示すように、低使
用率のスルホキサフロールおよび高使用率のスルホキサフロール両方は、２７日後のＨｅ
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ｌｉｘ　Ｘｔｒａに比較して、フィロトレタ・クルシフェラ（Ｐｈｙｌｌｏｔｒｅｔａ　
ｃｒｕｃｉｆｅｒａｅ）に対して改善された殺虫効果を促進した。カノーラ発生の２７日
後に、低使用率のスルホキサフロールは約１８パーセントのノミハムシ摂食損害をもたら
し、高使用率のスルホキサフロールは約２３パーセントのノミハムシ摂食損害をもたらし
、そしてＨｅｌｉｘ　Ｘｔｒａの使用は約５３パーセントのノミハムシ摂食損害をもたら
した。未処理カノーラ種子は約１００パーセントのノミハムシ摂食損害をもたらした。図
１および図２はそれぞれ、スルホキサフロールで処理されたカノーラ種子がＨｅｌｉｘ　
Ｘｔｒａで処理されたカノーラ種子よりフィロトレタ・クルシフェラ（Ｐｈｙｌｌｏｔｒ
ｅｔａ　ｃｒｕｃｉｆｅｒａｅ）に対して、有意に良好に防護されたことを示し、それは
未処理カノーラ種子よりフィロトレタ・クルシフェラ（Ｐｈｙｌｌｏｔｒｅｔａ　ｃｒｕ
ｃｉｆｅｒａｅ）に対して有意により良く防護された。
【００３９】
　カノーラ植物の生長力はカノーラ種子が前記の地面から発生の１３日後に評価された。
図３は１３日後のカノーラ植物の生長力を示す。図３に示すように、低使用率のスルフォ
キサフロルおよび高使用率のスルフォキサフロルは両方ともＨｅｌｉｘ　Ｘｔｒａに使用
に比較して改善されたカノーラ植物の生長力を促進した。低使用率のスルフォキサフロル
は約８７パーセントのカノーラ植物の生長力をもたらし、高使用率のスルフォキサフロル
は約６９パーセントのカノーラ植物の生長力をもたらし、そしてＨｅｌｉｘ　Ｘｔｒａの
使用は約６１パーセントのカノーラ植物の生長力をもたらした。未処理カノーラ種子は約
１０パーセントのカノーラ植物の生長力を示した。
【００４０】
　カノーラ植物の収率は、前記の地面からカノーラ種子が発生した１０７日後に評価され
た。図４は１０７日後のカノーラ植物の収率を示す。図４に示すように、低使用率のスル
フォキサフロルはＨｅｌｉｘ　Ｘｔｒａの使用により促進されたものと同等にカノーラ植
物の収率を促進し、高使用率のスルフォキサフロルはＨｅｌｉｘ　Ｘｔｒａの使用に比較
して改善されたカノーラ植物の収率を促進した。低使用率のスルフォキサフロルは約４０
５０キログラム／ヘクタール（ｈａ）のカノーラ植物の収率をもたらし、高使用率のスル
フォキサフロルは約４５００ｋｇ／ｈａのカノーラ植物の収率をもたらし、そしてＨｅｌ
ｉｘ　Ｘｔｒａの使用は約３９００ｋｇ／ｈａのカノーラ植物収率をもたらした。未処理
カノーラ種子は約３０００ｋｇ／ｈａのカノーラ植物収率を示した。
【００４１】
　本開示は様々な更新および代案の形態を許すことができるが、本明細書では特定の実施
態様が図面において例により示され、詳細に説明された。しかし、本開示は開示された特
定の形態に限定されることは意図されない。むしろ、本開示は、以下に添付される請求の
範囲およびそれらの法律的同等物により規定されるような本発明の範囲内に入るすべての
更新物、同等物および代理物を網羅することができる。
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